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일
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2. 논  문

논 문 명：朝鮮料理店女性と産業慰安婦 

저 자：樋口雄一 

게 재 지：海峽 第16号

발행연도：1992年

발 행 처：朝鮮問題硏究會

쪽 수：16～30쪽

차 례：

はじめに

朝鮮料理屋の女性達

大阪․天六近くの朝鮮人町

地方都市の朝鮮料理店と女性
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女性の職業と｢芸妓․娼妓｣の人数

戦時下の在日朝鮮人女性の移動

朝鮮人｢産業慰安婦｣
一九四〇年調査

一九四三年調査

논 문 명：陸軍中央と󰡔従軍慰安婦󰡕政策－金原節三 ｢陸軍省業務日誌摘録｣を中心に

저 자：吉見義明

게 재 지：季刊 戦争責任研究 創刊号

발행연도：1993年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：4～11쪽

차 례：

はじめに

日中戦争期における陸軍の｢従軍慰安婦｣政策
アジア太平洋戦争期における陸軍省の｢従軍慰安婦｣政策
おわりに

논 문 명：マレー半島の日本軍慰安所

저 자：林博史

게 재 지：世界

발행연도：1993年

발 행 처：岩波書店

쪽 수：272～279쪽

차 례：

はじめに

一. 日本軍の記録にみる慰安所

二. 元日本兵の証言にみる慰安所

三. クアラピラ慰安所

おわりに
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논 문 명：マレー半島における日本軍慰安所について

저 자：林博史

게 재 지：自然․人間․社会 第15号 

발행연도：1993年

발 행 처：関東学院大学 経済学部教養学会

쪽 수：67～99쪽

차 례：

はじめに

Ⅰ. 慰安所に関する日本軍史料

Ⅱ. 元日本兵の証言にみる慰安所

Ⅲ. ネグリセンビラン州の慰安所

Ⅳ. マレー半島各地の慰安所

Ⅴ. シンガポールの慰安所と料亭

おわりに

논 문 명：－金原節三 ｢陸軍省業務日誌摘録｣を中心に－陸軍の慰安婦管理の一側面

저 자：林博史

게 재 지：季刊 戦争責任研究 創刊号

발행연도：1993年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：12～19쪽

차 례：

はじめに

軍中央による ｢衛星サック｣整備計画

｢衛星サック｣交付の指揮軍命令系統

｢衛星サック｣交付数と交付先

おわりに

논 문 명：＝随想百話＝二度めの夏

저 자：西野留美子
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게 재 지：季刊 戦争責任研究 創刊号

발행연도：1993年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：38～39쪽

차 례：없음

논 문 명：ドイツの戦後処理をめぐって(上)：ドイツ現代史における賠償と補償－

フィリピンにおける元 ｢従軍慰安婦｣調査報告

저 자：長田由美

게 재 지：季刊 戦争責任研究 創刊号

발행연도：1993年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：47～50쪽

차 례：

調査の概要

フィリピンでの調査状況

聞き取り調査について

史資料について

논 문 명：｢衛生サック｣公布資料を手がかりに － ｢従軍慰安婦｣第1次調査 

편 자：戦争責任資料センター
게 재 지：季刊 戦争責任研究  創刊号 

발행연도：1993年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：20～36쪽

차 례：

資料調査第一次発表の特徴․成果
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논 문 명：｢従軍慰安婦｣補償問題で､ 新たな報告書作成

저 자：荒井信一

게 재 지：季刊 戦争責任研究 創刊号

발행연도：1993年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：37쪽

차 례：없음

논 문 명：[資料]日本占領下蘭領インドにおけるオランダ人女性に対する強制売春に

関するオランダ政府調査報告

저 자：[解説]吉見義明

편 자：安原桂子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第4号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：44～58쪽

차 례：

解説 オランダ領東インドのヨーロッパ人｢慰安婦｣―オランダ政府調査報告書について

翻訳 日本占領下蘭領インドにおけるオランダ人女性に対する強制売春に関するオランダ政府調査報告

序論ならびに要約

Ⅰ．売春

Ⅱ．オランダ領東インドの占領

Ⅲ．ジャワ島

日本軍占領中のジャワ島の慰安所

第一期

第二期

第三期

Ⅳ．スマトラ

Ⅴ．外海の諸島

Ⅵ．結論
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<参考資料> 調査した公文書保管所

논 문 명：[資料紹介] ｢従軍慰安婦｣の送出と朝鮮総督府―韓国にある総督府関係資

料について

저 자：[解説]吉見義明

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第5号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：32～36쪽

차 례：

はじめに

移動状態の把握

送出の促進と抑制

軍による移動の統制

논 문 명：シンガポールの日本軍慰安所

저 자：林博史

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第4号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：34～43쪽

차 례：

はじめに

Ⅰ．慰安婦募集の新聞広告

Ⅱ．地元英字新聞による調査報道

Ⅲ．証言に見るシンガポールの慰安所

おわりに

논 문 명：｢従軍慰安婦｣問題日韓合同研究会の報告
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저 자：林博史

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第3号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：38～43쪽

차 례：

第一回日韓共同研究会についての共同記者発表

第一回日韓共同研究会結果報告

논 문 명：[資料紹介]ビルマ․マンダレーの日本軍慰安所規定

저 자：林博史 

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第6号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：74～79쪽

차 례：

解説

[資料1] 駐屯地慰安所規定

[資料2] ｢マンダレー｣駐屯地業務規定

[資料3] 第五野戦輸送司令部駐屯地業務規定

[資料4] ｢マンダレー｣駐屯地勤務規定

논 문 명：朝鮮民主主義人民共和国元 ｢慰安婦｣の被害報告

저 자：西野留美子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第5号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：37～43쪽

차 례：
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はじめに

真相調査中間報告

証言 崔奉仙

戦後に続く被害

おわりに

논 문 명：オランダ人｢慰安婦｣－収容所体験に苦しみ続けるオランダ女性

저 자：西野留美子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第6号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：68～73쪽

차 례：

[証言1]

逃亡

｢慰安婦｣生活
性病

兵隊の日

[証言2]

浮き出しくる記憶

収容所の悪夢

もう不と一つの記憶

戦後のトラウマ

논 문 명：[資料]オランダ女性慰安婦強制事件に関するバタビア臨時軍法会議判決

저 자：[解説]新美隆

편 자：安原桂子, 横山伊徳

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第3号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
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쪽 수：44～50쪽

차 례：

蘭領印度における戦争犯罪法廷

慰安婦事件と戦争犯罪

バタビア軍法会議判決文等

논 문 명：各国慰安婦の戦後と現在―痕跡を引きずりながら生きた彼女らの戦後

저 자：安原桂子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第3号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：51～57쪽

차 례：

はじめに

様々な疾病に悩まされ続ける元慰安婦

再出発をつまずかせた性病

｢恥ずべき存在｣
｢セックスに嫌悪感｣
極端に高い不妊率

儒教文化､ 羞恥心､ 独身

癒しがたい屈辱感と根深い劣等感

抵抗のエネルギーもなく､ 宗教にすがる者も

そして ｢孤独な老人｣に

癒しがたい心の傷を抱えて

논 문 명：中国に残された韓国人｢慰安婦｣
저 자：奥村哲

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第5号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
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쪽 수：44～47쪽

차 례：

はじめに

武漢近辺で集団的残留した人々
李天英さんの場合

中国の情況

補償運動と帰国問題

논 문 명：国会図書館所蔵の戦争体験記․部隊史の第二次調査の報告

편 자：日本の戦争責任センター
게 재 지：季刊 戦争責任研究 第5号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：18～23쪽

차 례：

はじめにー第二次調査について

軍慰安所が存在していた地域について

｢従軍慰安婦｣の出身

徴集について

軍自らの慰安所開設

慰安所の生活について

放置された慰安婦

強姦․性暴力

最後に

軍慰安所․軍慰安婦第2次集計表

논 문 명：特集 被害回復についての提言：｢従軍慰安婦｣制度による犠牲者の被害回復

についての提言

편 자：戦争責任資料センター
게 재 지：季刊 戦争責任研究 第4号
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발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：2～11쪽

차 례：

まえがき

Ⅰ．原状回復

Ⅱ．更生―現在可能なりハビリテーション

Ⅲ．満足と再発防止保障

名誉回復措置

再発防止保障

Ⅳ．損害賠償

損害賠償についての提言

被害回復の実行の具体策

논 문 명：＝エッセー＝ 戦争と性

저 자：早川紀代

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第3号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：36～37쪽

차 례：없음

논 문 명：ある日本人｢慰安婦｣と永野発言

저 자：川田文子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第5号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：48～51쪽

차 례：
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永野発言の三つの誤り

公娼制度も慰安所制度も究極の｢女性蔑視｣
｢醜業婦｣ ｢賎業婦｣そして ｢アバズレ女｣

논 문 명：国連の最近の議論と仲裁裁判所 － ｢従軍慰安婦｣問題解決のために

저 자：戸塚悦朗

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第5号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：52～73쪽

차 례：

はじめに

国連における審議の進行状況の概要

国連NGOなどの活動の概要

一九九二年国連現代奴隷制部会の審議

国連NGO人権実情調査団の活動

国連世界人権会議の審議

一九九三年国連人権小委員会の審議

一九九四年国連人権委員会の審議

国連女性問題人権機関の充実

一九九四年国連現代奴隷制部会の審議

国連におけるNGO要求

国連におけるNGO法的主張

国連における日本政府の部分的事実承諾

日本政府の国連における国際法上の反論

一九六五年日韓協定をめぐる論争

一九六五年日韓協定と国際友和会勧告

犯罪の不処罰を理由とする賠償義務

被害者早期救済のための国連現代奴隷制部会勧告

被害者の早期救済に必要性

国際友和会提案に至る経緯

常設仲裁裁判所(The Permanent Court of Arbitration)

まとめ
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논 문 명：富山県における｢労務慰安婦｣について － 強制連行と｢慰安婦｣の接点 

저 자：荻野富士夫 

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第6号

발행연도：1994年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：64～67쪽

차 례：없음

논 문 명：[資料紹介]日本警察の｢慰安婦｣政策② － 󰡔警察史󰡕にみる ｢占領慰安婦｣․
｢軍慰安婦｣․｢事業場慰安婦｣―

저 자：[解説]吉見義明․尹明淑

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第14号

발행연도：1995年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：60～68쪽

차 례：

一．｢占領慰安婦｣
二．｢軍慰安婦｣․｢事業場慰安婦｣
資料① 󰡔兵庫県警察史󰡕昭和編

資料② 󰡔広島県警察百年史󰡕下巻

資料③ 󰡔岡山県警察史󰡕｝下巻

資料④ 󰡔徳島県警察史󰡕
資料⑤ 󰡔大分県警察史󰡕
資料⑥ 󰡔長崎県警察史󰡕｝下巻

資料⑦ 󰡔茨城県警察史󰡕昭和編

資料⑧ 󰡔青森県警察史󰡕｝下巻

資料⑨ 󰡔大分県警察史󰡕
資料⑩ 󰡔警視庁󰡕昭和前編

資料⑪ 󰡔広島県警察百年史󰡕｝下巻
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논 문 명：上海の日本軍慰安所と朝鮮人

저 자：藤永壮

게 재 지：国際都市上海 

발행연도：1995年

발 행 처：大阪産業大学産業研究所 

쪽 수：99～179쪽

차 례：

はじめに

慰安所開設の前提―日本型公娼制度の導入とその変貌

上海の海軍慰安所とその｢前身｣
共同租界当局の売買春対応策

日本(総)領事館による売買春管理の開始

日本型公娼制度の再編と海軍慰安所への転換

上海の慰安所制度と朝鮮人

在留朝鮮人の変遷

｢接客婦｣․風俗営業と慰安所経営

慰安所の諸形態とその存在状況

概観

慰安所の分布状況と若干の事例

おわりに

논 문 명：[資料紹介]アンダマン島の日本海軍｢慰安所利用内規｣
저 자：[解説]木村宏一郎

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第10号

발행연도：1995年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：23～27쪽

차 례：없음

논 문 명：[資料]独立山砲兵第三連隊 ｢森川部隊特種慰安業務二関スル規定｣
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저 자：[解説]松野誠也

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第7号

발행연도：1995年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：87～89쪽

차 례：

[資料]

昭和十四年十一月十四日 森川部隊特種慰安業務二関スル規定 /森川部隊

논 문 명：[資料]主計将校と｢従軍慰安婦｣
편 자：戦争責任資料センター
게 재 지：季刊 戦争責任研究 第7号

발행연도：1995年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：80～86쪽

차 례：

はじめに

慰安所設置方法の教育

慰安所の設営(海軍)

慰安所の設営と管理(陸軍)

隊長の女性をめぐる問題

アメリカ軍用慰安所の設置

논 문 명：｢従軍慰安婦問題｣－リンダ․チャべス氏報告

저 자：[解説]荒井信一

편 자：荒井信一

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第10号

발행연도：1995年

발 행 처：日本の戦争責任センター



506 한일 역사현안 관련 일본군 ‘위안부’ 연구논저 목록․하

쪽 수：54～56쪽

차 례：

リンダ․チャべス氏の国連人権小委員会(四七会期)報告

논 문 명：[資料紹介]日本警察の｢慰安婦｣政策① － 󰡔警察史󰡕にみる｢占領軍慰安婦｣
저 자：[解説]吉見義明․尹明淑

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第13号

발행연도：1996年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：52～59쪽

차 례：

資料① 󰡔北海道警察史󰡕二․昭和編

     特殊慰安所の設置

資料② 󰡔新潟県警察史󰡕
    特殊慰安施設

資料③ 󰡔秋田県警察史󰡕下巻

    風俗営業の再開と接客婦

資料④ 󰡔富山県警察史󰡕下巻

資料⑤ 󰡔山形県警察史󰡕下巻

資料⑥ 󰡔神奈川県警察史󰡕下巻

    1. 戦駐軍特殊慰安施設の準備指令

    2. 設営の方針

    3. 慰安婦の確保

    4. 施設の確保と物資の調達

    5. 慰安所の実施状況

논 문 명：書評 吉見義明․林博史編著 󰡔共同研究 日本軍慰安婦󰡕(大月書店､ 一九
九五年)

저 자：藤永壯

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第13号
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발행연도：1996年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：27～31쪽

차 례：없음

논 문 명：英軍による日本軍性暴力の追及

저 자：林博史

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第14号

발행연도：1996年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：69～77쪽

차 례：

はじめに

戦争犯罪概念と性暴力

ビルマ警察が情報収集した日本軍の性犯罪

南シャン地方での集団レイプ事件

カラゴン事件の中での性暴力の追求

おわりに

논 문 명：特集 軍隊․戦争と性暴力：中国戦線における日本軍の性犯罪

저 자：笠原十九司

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第13号

발행연도：1996年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：2～11쪽

차 례：

はじめに

二．河北省のおける日本兵の婦女陵辱

山西省における 日本兵の婦女陵辱
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日本軍の性犯罪意識

논 문 명：国民基金の支給をめぐって

저 자：上杉聰

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第13号

발행연도：1996年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：48～51쪽

차 례：

一般市民からの離反

被害者からの離反と分断

強行支給がもたらしたもの

国民基金の生き延びろ試み

政治家が決断を

논 문 명：特集 軍隊․戦争と性暴力：ヴェトナム戦争におけるアメリカ軍の残虐行為

と性犯罪

저 자：生井英考

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第13号

발행연도：1996年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：12～17쪽

차 례：

はじめに

ヴェトナム戦争における戦争犯罪

ヴェトナム戦争とは何か

アメリカ兵とヴェトナム戦争

戦闘行動中の残虐行為

アメリカ軍の性犯罪

日本軍とアメリカ軍の比較
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논 문 명：特集 軍隊․戦争と性暴力：軍隊と性暴力過去から現在へーカンボジア

PKOと性暴力ー
저 자：西野留美子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第13号

발행연도：1996年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：20～26쪽

차 례：

女性団体の告発

頻発した性暴力

予捨て

軍隊と性

アンタックの遺産

人道派兵の名の下での人権侵害

논 문 명：特集 軍隊․戦争と性暴力：生井さんの報告を聞いてー二つの戦争の残虐行

為と性犯罪

저 자：川田文子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第13号

발행연도：1996年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：17～19쪽

차 례：없음

논 문 명：台湾人性奴隷被害者のトラウマに関する研究

저 자：江美芬

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第16号

발행연도：1997年
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발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：76～78쪽

차 례：解説

논 문 명：中国人｢慰安婦｣訴訟－取り組みの経緯と現状ー
저 자：大森典子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第15号

발행연도：1997年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：66～69쪽

차 례：

はじめに

中国国内での｢慰安婦｣問題の解明

日本の法律家による中国人戦争被害者の調査

提訴とその後の情況

一連の取り組みの影響と今後の方向

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題を考える視点(2)：｢慰安婦｣問題とフェミニズム

저 자：大越愛子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第18号

발행연도：1997年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：10～17쪽

차 례：

戦争とレイプ

性暴力との闘争へ

国家とフェミニズム

大日本帝国の欲望

むすびにかえて
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논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題を考える視点(2)：女性史からみた ｢慰安婦｣問題
저 자：藤目ゆき

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第18号

발행연도：1997年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：2～9쪽

차 례：

はじめに

公娼制度批判

｢自由主義史観｣派の｢慰安婦＝公娼｣論批判

｢慰安婦＝非公娼｣論再考

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題を考える視点：元｢慰安婦｣にみる｢複雑性ＰＴＳＤ｣
저 자：梁澄子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第17号

발행연도：1997年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：26～31쪽

차 례：

過覚醒, 侵入, 狭窄

複雑性ＰＴＳＤ

外傷的きずな

｢慰安婦｣問題に向き合うということ

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題を考える視点：日本軍の残虐行為と性犯罪 ー山西省孟
県の事例

저 자：笠原十九司

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第17号

발행연도：1997年



512 한일 역사현안 관련 일본군 ‘위안부’ 연구논저 목록․하

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：38～50쪽

차 례：

はじめに

二．孟県における ｢治安․粛正｣作戦と残虐行為

   (1) 太原攻略戦と日本軍の孟県侵攻

   (2) 日本兵士の村民虐殺証言

   (3) 晋察翼辺区の成立と｢粛正作戦｣基地
   (4) 百団大戦後の｢報復掃討｣作戦

   (5) 無人区政策

三．進圭村の日本軍の性犯罪

   (1) ｢治安｣作戦の長期化と軍紀の弛緩

   (2) ｢治安｣作戦部隊の軍紀頽廃

   (3) 進圭村の日本軍拠点

   (4) 監禁強姦の可能

논 문 명：中国人元｢慰安婦｣の証言－山西省孟県での被害者たち

저 자：[解説]林博史 

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第15号

발행연도：1997年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：70～79쪽

차 례：

解説

証言1 李秀梅

証言2 劉面煥

証言3 周喜香

証言4 陳林桃

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題を考える視点(2)：シンポジウム 参加記 ーナショナリ
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ズムと｢従軍慰安婦｣問題ー
저 자：杉本由美子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第18号

발행연도：1997年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：28～32쪽

차 례：

｢沈黙の声｣と現在の｢罪｣
国家は私を代表しない

被害者から見えない歴史の再構成を

｢空虚な主体｣と｢危険な主体｣
｢他者｣の呼びかけに応答する

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題を考える視点(2)：戦場での兵士の｢セクシュアリティ｣ー
高橋鉄の󰡔生心レポート󰡕よりー

저 자：山本直英

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第18号

발행연도：1997年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：18～27쪽

차 례：없음

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題を考える視点：｢慰安婦｣問題の新局面 －広義 ｢強制｣の

犯罪性の確定と立法運動の開始

저 자：上杉聰

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第17号

발행연도：1997年

발 행 처：日本の戦争責任センター
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쪽 수：32～37쪽

차 례：

｢朝生｣ ｢サンプロ｣以後
右翼へ対抗した出版活動

強制連行を示す新事実

山を越したか地方議会決議

国民基金と暫定措置

注目すべき海外の動き

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題を考える視点(2)：安丸良夫 氏にきく― ｢慰安婦｣問題
と歴史学

저 자：成田龍一․岩崎稔․大内裕和

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第18号

발행연도：1997年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：33～37쪽

차 례：

いくつかの論点

｢実証主義｣をめぐって

｢業者｣と｢強制｣․暴力
｢証言｣と歴史学

歴史における忘却と発見

｢自由主義史観｣批判の方法

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題を考える視点：公娼制とその周辺 －東京府を中心

にー
저 자：早川紀代

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第17号

발행연도：1997年

발 행 처：日本の戦争責任センター
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쪽 수：51～59쪽

차 례：

はじめに

明治初期の娼妓政策

内務省令第四四号 ｢娼妓取締規則｣発令の前後

大正期․昭和初期の公娼制とその周辺

公娼制と日本軍｢慰安婦｣制度

논 문 명：インドネシアの日本軍｢慰安婦｣調査｢日本によって連れ去らせた少女たち

の足跡を追って｣
편 자：プラムディヤ․アナンタ․トゥール

역 자：押川典明

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第16号

발행연도：1997年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：55～64쪽

차 례：

解説

｢日本によって連れ去らせた少女たちの足跡を追って｣
序

1. 少女たちはプールされ､ 船で運ばれた｡ 
2. 娘たちの数と父親の職業

3. スカルノ․マルトディハルジョ(五三歳)の証言

4. フャティマ

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題を考える視点(3)：フェミニズムアートと｢慰安婦｣－嶋

田美子さんの表現

저 자：吉村真理子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第19号
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발행연도：1998年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：20～33쪽

차 례：

はじめに

戦時下の日本女性と｢慰安婦｣
｢日本人｣の｢女｣として

논 문 명：日本ファシズムと性病－いわゆる｢従軍慰安婦｣の前提

저 자：藤野豊

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第22号

발행연도：1998年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：54～61쪽

차 례：

はじめに

一．｢花柳病予防法｣改正論の提起

二．｢花柳病予防法｣再改正論の高揚

三．｢性病｣認識の確立

おわりに

논 문 명：日露戦争と日本による｢満州｣への公娼制度移植

저 자：藤永壮

게 재 지：大阪産業大学産研叢書8 󰡔快楽と規則：近代における娯楽の行方󰡕
발행연도：1998年

발 행 처：大阪産業大学産業研究所

쪽 수：57～100쪽

차 례：

はじめに



Ⅱ. 일 본 517

日露戦争期の｢売買春｣管理
関東州の状況

関東州以外の日本軍占領地の状況

日露戦後における公娼制度の確立

関東州における 公娼制度の確立

満鉄沿線地域への拡散

その他の地域での｢売買春｣管理
おわりに

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題を考える視点(3)：中国人元 ｢慰安婦｣の心的外傷とPTSD

저 자：桑山紀彦

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第19号

발행연도：1998年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：10～19쪽

차 례：

はじめに

トラウマ､ ＰＴＳＤとは

方法論

ＰＴＳＤの臨床的診断

各種心理検査の結果

ケース個別のＰＴＳＤレベル

考察

結語

논 문 명：｢慰安婦｣問題と世界の女性暴力－｢戦争と女性に対する暴力｣国際会議報告

저 자：西野瑠美子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第20号

발행연도：1998年

발 행 처：日本の戦争責任センター
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쪽 수：30～37쪽

차 례：

VAWWとしての｢慰安婦｣問題
東京世界女性会議

武器․弾圧としてのレイプ

不処罰と法․国家の沈黙

女性の体験の疎外化と記録の不在化

日常と非日常の連続性と特殊性

平時の女性

｢慰安婦｣問題の今後

おわりに

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題を考える視点(3)：国外移送目的誘拐罪の共同正犯－隠

されていた大審院判決

저 자：前田朗

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第19号

발행연도：1998年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：2～9쪽

차 례：

一．｢慰安婦｣の類型化

二．誘拐は犯罪である

三．誘拐罪とは何か

   (一)略取․誘拐とは何か

   (二)保護法益は何か

四．国外移送目的誘拐罪とは何か

   (一)目的犯とは何か

   (二)行為類型

五．共謀共同正犯とは何か

   (一)共犯と共犯学説

   (二)共同意思主体の犯罪

   (三)判例と共謀共同正犯論
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六．日本政府の責任を考える

논 문 명：日本軍｢慰安婦｣歴史館の開館

저 자：池内靖子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第22号

발행연도：1998年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：62～65쪽

차 례：없음

논 문 명：秋期特別シンポジウム－＜慰安婦問題＞からみたハンナ․アーレント

저 자：高橋哲哉․佐藤和夫․志水紀代子․大越愛子

게 재 지：女性․戦争․人権 第2号

발행연도：1999年

발 행 처：女性․戦争․人権 学会

쪽 수：52～77쪽

차 례：없음

논 문 명：特集․軍隊と性を考える：シベリア出兵時における日本軍と ｢からゆきさん｣
저 자：林博史

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第24号

발행연도：1999年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：18～25쪽

차 례：

はじめに

在満州領事館の｢からゆきさん｣対策



520 한일 역사현안 관련 일본군 ‘위안부’ 연구논저 목록․하

シベリア出兵にともなう領事館の危惧

日本軍による日本人娼婦の管理

女性を連れて行こうとする業者と領事館

おわりに

[参考資料]

논 문 명：天津の日本軍｢慰安婦｣供出システム － 偽｢天津特別市政府｣警察局の公文

資料から

저 자：林伯耀 

게 재 지：女性․戦争․人権 第2号

발행연도：1999年

발 행 처：女性․戦争․人権 学会

쪽 수：78～115쪽

차 례：

はじめに

天津の妓女と妓院

日本軍による 󰡔慰安婦󰡕供出命令
󰡔天津特別市政府󰡕警察局の記録文書にみる日本軍への󰡔慰安婦󰡕供出の状況

河南省の日本軍駐屯部隊に 󰡔供出󰡕された妓女たちのケース

天津市内日本軍 󰡔軍人クラブ󰡕に供出された妓女たちのケース

日本軍直轄慰安所 󰡔東駅会館󰡕に供出された妓女たちのケース

山東省の日本軍駐屯部隊に供出された 妓女たちのケース

窰主(ヤオツウ)､ 漢奸に対する解放後の裁判記録よりみた 󰡔慰安婦󰡕供出の実態

窰主､ 李万有のケース

窰主､ 李耀林のケース

漢奸､ 王士海のケース

窰主､ 楊草亭のケース

証言

王端玲さんの証言(一九九八年五月二七日､ 於 天津)

王在田さんの証言(一九九八年七月三日､ 於 天津)

おわりに



Ⅱ. 일 본 521

논 문 명：調査研究ノート－ビルマで調査したこと

저 자：林よし子

게 재 지：女性․戦争․人権 第2号

발행연도：1999年

발 행 처：女性․戦争․人権 学会

쪽 수：190～198쪽

차 례：없음

논 문 명：中国山西省 性暴力被害者におけるＰＴＳＤの検証 第2次報告

저 자：桑山紀彦

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第25号

발행연도：1999年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：30～37쪽

차 례：

はじめに

これまで明らかになったＰＴＳＤの所見

回避

記憶の断片と映像性の高まり

今回の調査の方法論と結果

新たに明らかになったＰＴＳＤ所見

考察

おわりに

논 문 명：｢民族｣か ｢ジェンダー｣か？－強いられた対立－ 󰡔ナショナリズムと

｢慰安婦｣問題󰡕その後

저 자：上野千鶴子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第26号

발행연도：1999年
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발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：15～25쪽

차 례：

脱植民地化の課題

罪責と責任

｢民族｣か ｢ジェンダー｣か？

女性の国民化？

多元性へ向けて

논 문 명：中国華北の戦場における日本軍の性暴力の構造－山西省の現地調査から見

えてくるもの

저 자：石田米子

게 재 지：女性․戦争․人権 第2号

발행연도：1999年

발 행 처：女性․戦争․人権 学会

쪽 수：166～189쪽

차 례：

はじめに

性暴力被害の記憶を聞き取るという関係

出会いから始まった聞き取るという関係

聞き取りの方法

聞き手と語り手の関係

姿を現してきた日本軍占領時の孟県の村と女性たち

孟県の村の姿

河東村の尹さん姉妹を襲った性暴力

河東村の性暴力の実態と構造

わが身と家族に起こったことと村に起こったことー記憶と記録

性暴力被害者の記憶と村人の記憶と文献に残った記録

高銀娥さんと｢南社惨案｣ /趙潤梅さんと｢西煙惨案｣
孟県農村の性暴力の性格と日本軍性暴力の構造

村の性暴力―命令なき組織的性暴力

都市 ｢慰安所｣の初歩的調査
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おわりに

논 문 명：シンポジウム 報告 －戦争と性暴力

저 자：細身和之․藤目ゆき․角田由紀子․志水紀代子

게 재 지：女性․戦争․人権 第2号

발행연도：1999年

발 행 처：女性․戦争․人権 学会

쪽 수：5～37쪽

차 례：없음

논 문 명：󰡔ナショナリズム󰡕と｢慰安婦｣問題󰡕を読んで：フェミニズム連帯の可能性

저 자：宋連玉

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第23号

발행연도：1999年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：46～48쪽

차 례：없음

논 문 명：󰡔ナショナリズム󰡕と｢慰安婦｣問題󰡕を読んで：フェミニズムは国民国家を相

対化する

저 자：早川紀世

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第23号

발행연도：1999年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：40～45쪽

차 례：없음



524 한일 역사현안 관련 일본군 ‘위안부’ 연구논저 목록․하

논 문 명：特集․軍隊と性を考える：資料｢慰安婦｣․強制連行問題－ ILO条約勧告

適用専門家委員会 1999年報告(抜粋)

편 자：中山和久

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第24号

발행연도：1999年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：26～28쪽

차 례：없음

논 문 명：エッセイ：はじめての証言 スハナさんのこと

저 자：川田文子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第25号

발행연도：1999年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：38～41쪽

차 례：없음

논 문 명：書評 󰡔シンポジウム－ナショナリズムと｢慰安婦｣問題󰡕を読んで －挫かれ

た｢慰安婦｣再問題化

저 자：浅野千恵

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第25号

발행연도：1999年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：42～45쪽

차 례：

本書の問題構成

上野の方法論の検討

｢慰安婦｣をめぐる表象の問題
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おわりに

논 문 명：南京の慰安婦と慰安所

저 자：経盛鴻

편 자：高宏

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第28号

발행연도：2000年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：57～60쪽

차 례：

日本軍が南京に慰安所を設立した方法

漠奸が南京に建てた多くの慰安所

논 문 명：特集 中国上海․南京の日本軍慰安所：南京․上海の慰安所と上海派遣軍軍

医部－ ｢渡辺進軍医大尉日記｣から

저 자：吉見義明

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第27号

발행연도：2000年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：30～33쪽

차 례：

はじめに

慰安所開設と上海派遣軍司令部

南京での慰安所開設と上海派遣軍軍医部

上海の慰安所と上海派遣軍軍医部

おわりに

논 문 명：特集 中国上海․南京の日本軍慰安所：中国での慰安所現地調査について
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저 자：林博史

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第27号

발행연도：2000年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：2～4쪽

차 례：없음

논 문 명：資料紹介ヒィリピンにおける日本軍の性暴力－ 󰡔日本占領下ヒィリピンに

おける日本軍性暴力資料集󰡕
저 자：[解説]林博史

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第30号

발행연도：2000年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：74～79쪽

차 례：

1. [師団参謀長口演要旨(強姦行為ハ治安ヲ乱ス原因トナル)]

2. [軍参謀長口演要旨(作戦初期二強姦著シク多ク)]

3. [慰安等ハ後ニシ先ヅ討伐ヲ実施スベシ]

4. [花柳病患者罹患経路調査]

5. [軍法会議取扱人員表․抄]

6. [陸軍々人軍属非行表(9月)․抄]

7. [書翰(日本兵二依リ犯サレシ最モ非度イ犯罪]

8. [郵便検閲主要処分状況(10月)․抄]

9. [治安上有害ナル郵便物(9月)․抄]

논 문 명：特集 中国上海․南京の日本軍慰安所：上海の慰安所․現地調査報告―上海

に慰安所の記憶と痕跡を訪ねて

저 자：西野瑠美子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第27号
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발행연도：2000年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：4～11쪽

차 례：

はじめに

陽家宅の慰安所

青痣の慰安所

江湾の慰安所

大審院判決と｢慰安婦｣急増の不可解

日本軍慰安所創設の地北四川路

軍と軍指定慰安所の関係

浦東の慰安所

中国人の強いた ｢慰安婦｣徴集

おわりに

논 문 명：特集 中国上海․南京の日本軍慰安所：“慰安婦”の緊急調査

저 자：蘇智良

편 자：高宏

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第27号

발행연도：2000年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：19～23쪽

차 례：

一．｢慰安婦｣とは何か

二．“中国ピー”

三．中国は慰安婦制度の最大の被害国

四．存命する元中国慰安婦の状況

논 문 명：上海での中国｢慰安婦｣問題国際シンポジウムに参加して

저 자：宋連玉
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게 재 지：季刊 戦争責任研究 第28号

발행연도：2000年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：61～62쪽

차 례：없음

논 문 명：｢女性国際戦犯法廷｣をなぜ開くのかーその目的と今日的意義

저 자：松井やより

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第28号

발행연도：2000年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：52～57쪽

차 례：

｢責任者処罰を｣という被害女性の訴えに応えて

真相究明､ 補償､ 処罰―戦時性暴力不処罰の終止符を

天皇が免責され戦犯の処罰はタブー
韓国の告訴告発を日本の運動は支持せず

米国のベトナムでの戦争犯罪を裁いたラッセル法廷

個人と国家の責任､ 戦後責任を裁く

中国､ 北朝鮮など国際的に広かる準備活動

戦争責任と女性の人権の両面から正義の回復を

논 문 명：陸軍慰安所の創設と慰安婦募集に関する一考察 

저 자：永井和

게 재 지：二十世紀研究 1

발행연도：2000年

발 행 처：二十世紀研究編集委員会

쪽 수：79～112쪽

차 례：
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はじめに 

Ⅰ．警察資料について 

Ⅱ．陸軍慰安所の創設 

Ⅲ．日本国内における慰安婦募集活動 

1．和歌山の誘拐容疑事件 

2．北関東․南東北での募集活動

Ⅳ．地方警察の反応と内務省の対策 

おわりに

논 문 명：特集 中国上海․南京の日本軍慰安所：中国人軍隊慰安婦問題に関する研究

ノートー上海と南京での研究交流を終えて批判的立場から考える

저 자：尹明淑

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第27号

발행연도：2000年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：24～29쪽

차 례：없음

논 문 명：秦郁彦の｢歴史学｣とは何であるのか? － 󰡔慰安婦と戦場の性󰡕に見る手法

저 자：前田朗

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第27号

발행연도：2000年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：75～81쪽

차 례：

はじめに

図版盗用

初歩的なルール

B図はオリジナル
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新潮社の回答

粗雑な改竄

写真盗用

写真使用の許諾

伝聞․憶測․捏造

国際法の理解をめぐって

논 문 명：前田朗氏への反論－ ｢盗用｣問題について答える

저 자：秦郁彦

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第28号

발행연도：2000年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：79～85쪽

차 례：

はじめに

写真の｢盗用｣問題
三人の演者と一〇人の聴衆

写真の著作権をめぐって

国連組織図の｢盗用｣問題
おわりに

논 문 명：特集 中国上海․南京の日本軍慰安所：南京レイプと南京の慰安所

저 자：川田文子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第27号

발행연도：2000年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：12～18쪽

차 례：

外科医の日記に残された南京レイプ

ある強姦被害者の証言
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中支那方面軍慰安所設置を指示

鼓楼慰安所と安乃家

難民施設で ｢慰安婦｣募集

논 문 명：植民地台湾における朝鮮人接客業と ｢慰安婦｣の動員―統計値から見た覚

え書き

저 자：藤永壮

게 재 지：大阪産業大学産研叢書 16 󰡔近代社会と売春問題󰡕
발행연도：2001年

발 행 처：大阪産業大学産業研究所 

쪽 수：36쪽

차 례：

はじめに

一. 台湾在住朝鮮人人口の推移

二. 接客業従業者の特徴

三. 台湾経由で中国大陸に渡航した朝鮮人女性たち

おわりに

논 문 명：[資料紹介]台湾拓殖株式会社 ｢日本軍慰安所｣関係資料

저 자：[解説]林博史

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第34号

발행연도：2001年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：84～98쪽

차 례：

解説

台湾拓殖株式会社 ｢日本軍慰安所｣関係資料

海南島バラック建築の件

海南島海軍慰安所の件

海南島経済工作に関する取極の件
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海南島調査隊用並に軍関資材供給の件

当社末払込金徴収に関する件

海南島慰安所営業資金貸付の件

人員並に物資輸送の件

海南島慰安所営業資金貸付の件

当社末払込金徴収に関する件

台拓関係海南島渡航者人名表

昭和十四年事業予算説明書

支那事変以来中南支に於ける軍に対する協力状況

建築事業進渉状況に関する件

海南島に於ける事業経営上 要望及懸案事項

帝国議会説明資料 業務概要

副大公司事業概要

논 문 명：韓国における｢慰安婦問題解決｣運動の位相(上) ー八〇～九〇年代の性暴

力運動との関連で

저 자：山下英愛

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第34号

발행연도：2001年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：74～83쪽

차 례：

はじめに

民族民主運動と性暴力運動ー八〇年代の女性運動

民族民主運動への統合

民族民主運動の性暴力認識

性売買問題への取り組み

性暴力運動の質的転換ー九〇年代の女性運動

性暴力事件の衝撃

性暴力相談所の開設と性暴力問題の世論化
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논 문 명：フィリピンにおける性暴力と加害部隊(下)

저 자：上田敏明

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第33号

발행연도：2001年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：58～66쪽

차 례：

パナイ島での被害者と日本軍部隊との関係

原告 フェリさ․ボルナレスの場合

原告 トマサ․サリノグの場合

原告 パシータ․サクラン․サンティリアンの場合

原告 ロサリオ․ノプエトの場合

原告 ロジータ․ナシーノの場合

原告 ビオシッタ․ランサローテの場合

논 문 명：在日元 ｢慰安婦｣謝罪․補償請求事件

저 자：小沢弘子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第31号

발행연도：2001年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：43～51쪽

차 례：

事件の概要

裁判経過

個人の法主体性について

国際法違反の判断について

国家無答責の原則

除斥期間

おわりに
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논 문 명：｢慰安婦｣問題解決の展望と課題：｢女性国際戦犯法廷｣を｢傍聴｣して

저 자：松村由子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第31号

발행연도：2001年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：76～79쪽

차 례：

｢法廷｣の空気

反対する人々
解決を妨げるもの

今後の展望

논 문 명：[資料紹介] ｢慰安婦｣援護実例に関する国会審議

저 자：[解説]池谷好治

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第33号

발행연도：2001年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：76～81쪽

차 례：

解説

Ⅰ．援護法改正の伴う ｢戦闘参加者｣の援護対象化

Ⅱ．在日旧植民地出身者である元 ｢慰安婦｣の補償対象性

<資料1> 小林進議員(日本社会党)の質問に対する山本浅太郎厚生省援護局長の答弁

<資料2> 後藤俊男議員(日本社会党)の質問に対する園田直厚生大臣､ 実本博次厚生省援護局長の答弁

논 문 명：中国人｢慰安婦｣第1次訴訟 東京地裁判決批判

저 자：坂口禎彦

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第33号

발행연도：2001年
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발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：54～57쪽

차 례：

はじめに

責務を放棄した裁判所

事実認定を回避した異例な判決

本件裁判所の法的判断の浅薄さと幼拙さ

むすび

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題の10年～その現階段と根本的解決に向けて～：日本軍性

奴隷(｢従軍慰安婦｣)制度研究の現階段

저 자：吉見義明

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第38号

발행연도：2002年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：2～7쪽

차 례：

Ⅰ．成果

Ⅱ．課題

制度を支えた非公然の組織․人々の研究

海外での資料発掘の可能性

日本人｢慰安婦｣の研究

｢慰安婦｣制度と公娼制度との異動の問題

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題の10年～その現階段と根本的解決に向けて～：｢戦時性的

強制被害者問題解決促進法案｣提出と経過

저 자：吉川春子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第38号

발행연도：2002年
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발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：26～31쪽

차 례：

インドネシアでは ｢慰安婦｣対象の事業なし

｢オランダで激しい反日感情｣
三党案の具体的内容

日本人｢慰安婦｣も対象にした共産党案

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題の10年～その現階段と根本的解決に向けて～：｢国民

基金｣の｢償い事業｣とは何だったのか

저 자：金英姫

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第38号

발행연도：2002年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：8～17쪽

차 례：

｢国民基金｣の発足と経過

各国で差のある事業内容

支給をめぐる攻防

事業経了後の状況

논 문 명：フェミニズムと＜慰安婦＞問題

저 자：大越愛子

게 재 지：女性․戦争․人権 第5号

발행연도：2002年

발 행 처：女性․戦争․人権 学会

쪽 수：139～150쪽

차 례：

日本のフェミニズムの問題意識
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日本のフェミニズムの戦争責任

｢帝国のフェミニズム｣再編－ポストモダン․フェミニズムの陥穽

現代日本のポストモダン․フェミニズムの問題

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題の10年～その現階段と根本的解決に向けて～：国際法は

日本の国家責任をどこまで認めたか

저 자：東沢靖

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第38号

발행연도：2002年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：18～25쪽

차 례：

はじめに

｢慰安婦｣訴訟において議論された国家責任

戦後の国際人権機関と｢慰安婦｣訴訟

責任者処罰を求めて

ニュルンベルクの諸原則から国際刑事裁判所の設置へ

女性国際戦犯法廷を経て

논 문 명：日本軍 “慰安婦”․性暴力に関する資料状況

저 자：林博史

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第36号

발행연도：2002年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：94～99쪽

차 례：

はじめに

慰安婦制度に関わつた組織

日本政府․軍の公文書の廃棄と残存状況

各国の資料館
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さいごに

논 문 명：韓国における｢慰安婦問題解決｣運動の位相(下)ー八〇～九〇年代の性暴

力運動との関連で

저 자：山下英愛

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第35号

발행연도：2002年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：72～81쪽

차 례：

性暴力特別法制定運動

性暴力運動の急進化

三．｢慰安婦｣問題解決運動の位相

    1．｢慰安婦｣運動の形成経緯

    2．｢売春｣と民族言説

    3．民族運動としての意義と限界

おわりに

논 문 명：〈日帝支配〉に関する諸議論と＜慰安婦＞問題 

저 자：宋連玉 

게 재 지：女性․戦争․人権 第5号

발행연도：2002年

발 행 처：女性․戦争․人権 学会

쪽 수：151～157쪽

차 례：

はじめに

一．<慰安婦>は植民地期の女性被害の表象－<慰安婦>と<公娼>または<売春婦>の不幸の差

二．現代史と連続する近代史と<慰安婦>

三．アジアにおける国際連帯のために

おわりに
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논 문 명：資料 戦時性的強制被害者問題解決促進法案：従軍慰安婦問題解決促進法案

～戦時のおける性的強制に係る問題の解決の促進に関する法律(案)従軍慰

安婦問題解決促進案法案要綱 (三党提出案)

편 자：日本の戦争責任センター
게 재 지：季刊 戦争責任研究 第38号

발행연도：2002年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：32～33쪽

차 례：없음

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題の10年～その現階段と根本的解決に向けて～：資料  

｢慰安婦｣問題をめぐる国会での論戦(上)

편 자：日本の戦争責任センター
게 재 지：季刊 戦争責任研究 第38号

발행연도：2002年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：34～45쪽

차 례：

解説

参議院内閣委員会会議録第十七号(二〇〇二年七月二三日)より抜粋

논 문 명：[資料紹介]インドネシアにおける日本軍｢慰安婦｣に関する資料－ 󰡔NEFIS

尋問報告󰡕から

저 자：[解説]吉見義明

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第41号

발행연도：2003年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：45～55쪽
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차 례：

Ⅰ．ジャワ島関係

Ⅱ．ハルマヘラ島関係

Ⅲ．カリマンタン島(ボルネオ島)関係

Ⅳ．スエウェン島(セレベス島)関係

Ⅴ．バリ島関係

Ⅵ．アンボン島関係

Ⅶ．スマトラ島関係

Ⅷ．改憲․戦争への道 －教育基本法改悪を許さない活動を！

논 문 명：雲南省の｢玉砕｣地の｢慰安所｣
저 자：金栄

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第42号

발행연도：2003年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：75～83쪽

차 례：

朴英心ハルモニとの再会

雲南省西部ー滇西地区 ｢慰安所｣
拉孟陣地の｢慰安所｣ － ｢ 雲南省龍陵県松山慰安所｣
朴英心ハルモニの足跡

龍陵県 ｢家溝慰安所

騰衝(騰越)の三ヶ所 ｢慰安所｣
｢荷花慰安所｣
三．調査を終えて

논 문 명：戦時下北海道における朝鮮人‘労務慰安婦’の成立と実態 ー強制連行と関係

性において

저 자：西田秀子

게 재 지：女性史研究 ほっかいどう 創刊号
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발행연도：2003年

발 행 처：札幌女性史研究会

쪽 수：16～36쪽

차 례：

はじめに

前史― ｢慰安婦｣の前提と花柳病予防法の改正

札幌在住朝鮮人酌婦の実態

朝鮮料理屋の組合組織と花柳病予防

企業による ｢慰安所｣設置の要請と経過

｢慰安所｣の開設と実態

企業による援助と開設

未成年の｢慰安婦｣たちー国勢調査から

｢慰安所｣の運営と推移

敗戦―解放と前借金․会社の評価

おわりに

논 문 명：資料 ｢慰安婦｣問題をめぐる国会での論戦 (下)

저 자：日本の戦争責任センター
게 재 지：季刊 戦争責任研究 第39号

발행연도：2003年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：73～82쪽

차 례：

解説

参議院内閣委員会会議録第十七号(二〇〇二年七月二三日)より抜粋

논 문 명：植民地朝鮮における公娼制度の確立過程―1910年代のソウルを中心に

저 자：藤永壮

게 재 지：二十世紀研究 第5号 

발행연도：2004年
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발 행 처：二十世紀研究編集委員会

쪽 수：13～36쪽

차 례：

はじめに 

I. ｢併合｣までの買売春管理政策 

1. 朝鮮人接客女性の｢出現｣
2. 朝鮮人接客業に対する管理のはじまり 

II. ｢併合｣直後の動向 

1. 過渡期の管理方針と遊廓の第1次再編

2. ｢芸妓｣ ｢妓生｣の組織化 

III. 植民地公娼制度の確立 

1. 新規則の制定

2. 遊廓の第2次再編

3. 接客婦の増加と女性売買構造の｢日本化｣ 
おわりに

논 문 명：󰡔日本軍性暴力被害者󰡕裁判の現状ー2003年を振り返って

저 자：梁澄子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第43号

발행연도：2004年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：71～77쪽

차 례：

画期的な下関判決

宋神道裁判も上告棄却

山西省裁判での初の付言判決

中国人｢慰安婦｣裁判で加害者証言

ヒィリピン裁判も上告棄却､ 敗訴確定
台湾裁判他､ 年内に高裁判決続々

논 문 명：｢慰安婦｣問題とアクティブ․ミュージアム運動 ｢女たちの戦争と平和資料館｣
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저 자：西野瑠美子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第46号

발행연도：2004年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：113～117, 181쪽

차 례：

はじめに

一．｢記憶の保存｣
二．認識の齟齬と記憶の差異

三．アクティブ․ミュージアム運動

논 문 명：書評 石田米子․内田知行編 󰡔黄土の村の性暴力󰡕(創土社､ 二〇〇四年)

저 자：川田文子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第45号

발행연도：2004年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：82～85쪽

차 례：없음

논 문 명：日本軍 ｢従軍慰安婦｣被害者の拉致事件を処罰した戦前の下級審刑事判決を

発掘－ 資料 國外移送誘拐被告事件に関する長崎地方裁判所刑事部昭和11

年二月一四日判決

저 자：戸塚悦朗 

게 재 지：龍谷法学 第三七巻 第三号

발행연도：2004年

발 행 처：龍谷大学法学会

쪽 수：824～877쪽

차 례：



544 한일 역사현안 관련 일본군 ‘위안부’ 연구논저 목록․하

見つかった歴史資料は､ 以下の日本裁判所の判決二つである

明確になった日本軍ㆍ政府の行為の犯罪性

不処罰問題の典型

批判さるべき日本政府による情報開示の懈怠

不処罰問題に関する研究問題

資料の公表の経過と理由

논 문 명：戦時女性に対する暴力への日本司法の対応､ その成果と限界～発掘された

日本軍 󰡔慰安婦󰡕拉処罰判決(1936年)をめぐって～(上)

저 자：戸塚悦朗

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第43号

발행연도：2004年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：35～45쪽

차 례：

第Ⅰ部  総論

資料

背景

今回発見された資料の意義

논 문 명：戦時女性に対する暴力への日本司法の対応､ その成果と限界(下)

저 자：戸塚悦朗

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第44号

발행연도：2004年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：50～63쪽

차 례：

第Ⅱ部  各論編

 長崎地裁判決の言い渡し日

 長崎地裁判決の判決書
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 長崎地裁判決に関わった当事者等関係者

 被告人

 弁護人

 検察官

 裁判官

 被害者

 証人

 警察官

 主文

 判決理由

 事実認定の部分

 共謀共同正犯関係事実について

 虚言､ 甘言､ 詐言 等 誘惑行為により誤信させる行為(誘拐)について

 国外移送について

 証拠説明の部分

 犯意の継続についての重要性の指摘

 犯意継続以外の事実関係について

 犯意継続について

 婦人誘拐の事実について

3. 法律の適用の部分について

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣․性暴力裁判の成果と課題：中国人｢慰安婦｣訴訟の10年を

振り返って

저 자：大森典子․安達洋子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第47号

발행연도：2005年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：14～19쪽

차 례：

提訴にいたる経緯と中国人戦争被害賠償․請求運動

訴訟活動の経緯の概要

裁判のなかで勝ちとった成果
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中国における ｢慰安婦｣被害の多様性を明らかにしたこと

歴史的背景の解明

被害者のPTSDの解明

裁判支援運動を通じての成果

事実を日本の社会の中で一定程度広めたこと

中国社会の中でも彼女たちの被害を被害として認めさせることになった

今後の課題

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣․性暴力裁判の成果と課題：日本軍｢慰安婦｣問題をめぐる

国連機関の動き

저 자：渡辺美奈

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第47号

발행연도：2005年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：20～28쪽

차 례：

はじめに

条約機関の最終コメント

国連憲章に基づく機関の報告書

国際労働機関(ILO)

おわりに

논 문 명：｢ポスト構造主義｣と歴史学 － ｢従軍慰安婦｣問題をめぐる上野千鶴子․吉

見義明の論争を素材に

저 자：上野輝将

게 재 지：日本史研究 509

발행연도：2005年

발 행 처：日本史研究会

쪽 수：1～33쪽

차 례：
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はじめに

社会学者上野千鶴子の歴史批判 － ｢誠実｣で ｢まじめ｣な歴史家の限界

歴史家吉見義明の反論－虚像の｢歴史学｣と歴史学の｢常識｣
論争の中断とその｢中間的総括｣
｢従軍慰安婦｣問題と上野認識論のアポリア － ｢表象｣․｢パラダイム｣転換をめぐって

1. ｢表象｣と｢真実｣
2. ｢パラダイム｣転換－ ｢言説｣の世界と現実の世界

歴史学と客観性

｢上野－吉見｣論争と歴史家たちの応答

思想史家安丸良夫の見解

上野歴史認識論と歴史家たち

結びにかえて－｢歴史学の危険｣か？－

논 문 명：台湾の阿媽たちとともに－裁判支援活動を通して 

저 자：柴洋子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第48号

발행연도：2005年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：64～70쪽

차 례：

はじめに

裁判になかで

台湾における二つの被害形態

原告たちの被害事実の概要

(一)漢民族 高宝珠さんの場合 

役所からの招集通知で広東へ

さらにビルマの山奥へ

ラングーンへ

日本敗戦後の生活

年老い､ 身体も弱った現在

(二)原主民タロコ族のイワル․タナハさんの場合

阿媽と婦援会の活動

最後に
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논 문 명：沖縄ーキャンプ․コサに収容されていた朝鮮人｢慰安婦｣の写真

저 자：日本の戦争責任センター
게 재 지：季刊 戦争責任研究 第49号

발행연도：2005年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：82～83쪽

차 례：없음

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣․性暴力裁判の成果と課題：｢在日元従軍慰安婦｣謝罪․報償請

求事件裁判の成果と課題

저 자：朱秀子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第47号

발행연도：2005年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：2～7쪽

차 례：

はじめに

宋さんの経歴と被害の実態

｢支える会｣の発足と提訴にいたるまで

宋さんの人間不信と性意識

削かれた民族性と差別

東京地裁․東京高裁の判決を受けて

裁判継続の苦悩と支援者との絆

これからの課題として

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣․性暴力裁判の成果と課題：三西省性暴力被害者裁判と関連す

る活動

저 자：川口和子․川見公子․石田米子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第47号
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발행연도：2005年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：8～13쪽

차 례：

三西省性暴力被害者裁判と関連する諸活動の概要

三西省性暴力の被害実態の解明

被害女性․原告との交流と裁判支援のための活動

訴訟の経過

논 문 명：慟哭の航路－日本軍｢慰安婦｣を運んだ陸軍徴傭船 

저 자：平尾弘子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第51号

발행연도：2006年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：60～63쪽

차 례：

陸軍徴用傭船となった貨客船三池丸

三池丸乗組員の証言

太平洋戦争開戦時の三池丸の航跡

女性たちの慟哭

朝鮮人女性移送の航路

戦後六〇年ー犠牲者の悲哀の尊厳

논 문 명：アメリカ下院の｢慰安婦｣決議と日本政府の妨害活動

저 자：荒井信一

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第54号

발행연도：2006年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：40～43쪽
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차 례：

決議案の提出

日本政府の妨害活動 

逆転と歴史問題

展望

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題の最前線：米下院｢慰安婦｣決議案と河野談ー日本軍 
｢慰安婦｣制度研究の最新の知見から

저 자：吉見義明

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第56号

발행연도：2007年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：2～10쪽

차 례：

強制とは何か

植民地(朝鮮․台湾)ではどうだったか

占領地(中国․東南アジア․太平洋地域)

未成年者の連行․使役に問題はないのか

慰安所の状況は強制使役ではなかったか

強制を業者が行った場合､ 日本軍に責任はないのか

｢従軍慰安婦｣という用語を使うべきはないのか

結論

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題の最前線：[資料紹介]東京裁判で裁かれた日本軍｢慰
安婦｣制度

편 자：日本の戦争責任センター
게 재 지：季刊 戦争責任研究 第56号

발행연도：2007年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：3～17, 27쪽
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차 례：

解説

[資料1] (PD5330 / EX1702)インドネシア․ボルネオ島(カリマンタン) ポンティアナック 日本海軍占領

期中蘭領東印度西部ボルネオに於ける強制売淫行為に関する報告

[資料2] (PD5326 / EX1701A) インドネシア․ボルネオ島(カリマンタン) ポンティアナック 

ポンティアナック 虐殺事件に関する一九四六年三月一三日付林秀一署名付訊問調書

[資料3] (PD5591 / EX1794) インドネシア․モア島

オハラ․セイダイ陸軍中尉の宣誓陳述書 一九四五年一月一三日

[資料4] (PD5770 / EX1725) インドネシア․ジャワ島マゲラン

イエ․ベールマンの尋問調書 一九四六年五月十六日

[資料5] (PD5806 / EX1792A) ポルトガル領チモール(東チモール)

ルイス․アントニオ․ヌメス․ロドリゲスの宣誓陳述書 一九四六年六月二六日

[資料6] (PD52772E－5 / EX2120) ベトナム․ランソン

ニェン․ティトンの口術書抜粋

[資料7] (PD2220 / EX353) 中国桂林

軍事委員会行政院戦犯罪証拠調査小隊 ｢桂林市民控訴 其の一｣一九四六年五月二七日

[資料8] 井関恒夫 󰡔西ボルネオ主民虐殺事件ー検証 ｢ポンテアナ事件｣󰡕(不二出版､ 一九八七年)

논 문 명：特集 ｢慰安婦｣問題の最前線：[資料紹介]日本の裁判所が認定した日本軍 

｢慰安婦｣の被害事実(上)

편 자：坪川宏子

게 재 지：季刊 戦争責任研究 第56号

발행연도：2007年

발 행 처：日本の戦争責任センター
쪽 수：28～39쪽

차 례：

解説

｢判決パンフ｣作成の背景

何か事実認定されているか

背景事情について

各原告の被害事実について

最後に
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[資料] 1. 韓国遺族会裁判 東京高裁判決 二〇〇三年七月二二日

2. 関釜裁判 山口地裁下関支部判決 一九九八年四月二七日

3. ヒィリピン裁判

4. 在日韓国人裁判 東京地裁判決 一九九九年一〇月一日

[参考資料] ｢慰安婦｣関係調査結果発表に関する内閣官房長官談話(｢河野談話｣一九九三年八月四日

｢いわゆる従軍慰安婦問題について｣内閣官房内閣外政審議官 一九九三年八月四日

3. 보고서

보고서명：従軍慰安婦問題アジア連帯会議報告集

편 자：従軍慰安婦問題行動ネットワーク

발행연도：1992年

발 행 처：従軍慰安婦問題行動ネットワーク

쪽 수：94쪽

차 례：

報告集発刊にあたって

日程表

元従軍慰安婦証言1 (盧清子)

元従軍慰安婦証言2 (金福童)

<韓国側発題>

挺身隊問題に対する歴史的考察(尹貞玉)

天皇制､ 軍国主義､ 女性(鄭鎭星)

挺身隊(慰安婦)問題解決のための運動の展開過程とこれからの課題(尹美香)

<日本側発題>

<従軍慰安婦> 問題と日本の女性―日本の女性の立場から考える(鈴木裕子)

日本での取り組み(高橋喜久江)

｢慰安婦問題｣解決のためのアジア連帯会議(清水澄子)

裁判闘争報告(福島瑞穂)

<在日の発題>

ウリ․ヨソンネットの立場と今後の活動(朴潤南)

｢朝鮮人従軍慰安婦問題を考える会｣の活動について(高順子)

従軍慰安婦の真の解決のために(朴美佐子)
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<アジアからの発題>

台湾従軍慰安婦第一回報告書(Mei―Ling Chen 台湾)

フィリピンからの従軍慰安婦に関するアジア会議への報告(Nelea Sancho Lios フィリピン)

泰緬鉄道に関係した従軍慰安婦と強制労働者(Somkad Mahissja 香港)

従軍慰安婦に関する問題点(ゴビンド․ケルカー タイ)

マレーシアの慰安所(松井やより)

従軍慰安婦問題と沖縄(高里鈴代 沖縄)

<決議文採択>

決議

参加者一覧
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한 일  역 사 현 안  관 련  일 본 군  ‘위 안 부 ’ 연 구 논 저  목 록․하

─Ⅲ̇
중
국─

1. 저  서

책 명：日軍慰安婦內幕

저 자：謝永光

발행연도：1993年

발 행 처：香港：明報出版社

쪽 수：285쪽

차 례：없음

책 명：随军慰安妇 庆子

저 자：千田夏光

역 자：徐宪成



558 한일 역사현안 관련 일본군 ‘위안부’ 연구논저 목록․하

발행연도：1996年

발 행 처：北京：群众出版社

쪽 수：225쪽

차 례：

前言 追寻日本帝国陆军的耻辱 － 随军慰安妇

第一章  女人上陆 － 为1000元定金而受雇于军队

第二章  从博多到上海 － 道批129名随军慰安妇

第三章  在上海陆军吾娱乐所的日子 － 士兵2元, 军官5元

第四章  第124联队的娼妓 － 与博多连队的重逢

第五章  转战, 再转站 － 战败期间的腊包尔

第六章  垂死的遗败 － 密林的饥饿地狱

后记 庆子战后的36年

译后语

책 명：昭示 中国慰安妇 跨国跨时代调查白皮书

저 자：江浩

발행연도：1998年

발 행 처：西宁：青海人民出版社

쪽 수：372쪽

차 례：

一

二

三

四

五

六

七

附录

(一)

(二)

(三)
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(四)

(五)

(六)

(七)

(八)

(九)

(十)

책 명：台湾慰安妇报告

저 자：妇女救援基金会 主编

발행연도：1999年

발 행 처：台北：台湾商务印书馆股份有限公司

쪽 수：305쪽

차 례：없음

책 명：慰安妇研究

저 자：苏智良

발행연도：1999年

발 행 처：上海：海书店出版社

쪽 수：414쪽

차 례：

自序

楔子  慰安婦問題震驚世界 

 一. 金學順的血淚控訴 

 二. 李東秀子作證日本國會 

 三. 亞洲的憤怒 

 四. 何謂慰安婦 

 五. 文明世界的恥辱 

第一章  慰安婦制度探源 

 一. 海外駐軍面臨的新問題 
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 二. 上海的日本駐軍與日本公娼 

 三. 岡村寧次與慰安婦團 

 四. “大一沙龍” 

 五. 朝鮮人在上海的風俗營業 

 六. 關東軍中的慰安所 

第二章  慰安婦制度的正式確立 

 一. 日軍軍紀大崩壞 

 二. 南京大屠殺與慰安婦制度的實施 

 三. 松井石根的命令 

 四. 楊家宅娛樂所 

 五. 日本軍民聯手炮制慰安所 

 六. 江灣的日軍慰安所 

第三章  慰安婦制度的展開(一) － 中國南方的日軍慰安所 

 一. 上海的日軍慰安所(一) 

 二. 上海的日軍慰安所(二) 

 三. 上海的日軍慰安所(三) 

 四. 以南京爲中心的江蘇“皇軍俱樂部” 

 五. 浙閩竷的“特種婦女” 

 六. 湘鄂皖的慰安所 

 七. 兩廣的慰安所 

 八. 遍及海南的日軍慰安所 

 九. 香港和西南的慰安所 

第四章  慰安婦制度的展開(二) － 中國北方的日軍慰安所 

 一. 平津地區的“軍人俱樂部” 

 二. 冀魯豫的日軍慰安所 

 三. 山西, 內蒙的慰安所 

 四. 白山黑水間的慰安所 

第五章  慰安婦制度的擴大 － 東南亞和日本的慰安所 

 一. 東南亞各地的慰安所(一) 

 二. 東南亞各地的慰安所(二) 

 三. 日本本土的慰安所 

第六章  慰安婦制度的運作 

 一. 慰安婦制度的指揮管理系統 

 二. 慰安婦的征召 

 三. 慰安婦的輸送 
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 四. 慰安所的名稱與類型 

 五. 慰安所的內部管理 

 六. 慰安婦與日軍的性病 

 七. “皇軍”與慰安婦 

第七章  慰安婦制度生産的背景及其本質 

 一. 慰安婦制度與日本近代社會 

 二. “軍中樂園”實行之原因 

 三. 慰安婦制度的實質 

第八章  各國慰安婦：地獄里的囚徒 

 一. 慰安婦的國籍和數量 

 二. “中國P”

 三. 臺灣慰安婦 

 四. 朝鮮的“女子挺身隊” 

 五. 日本慰安婦 

 六. 白人慰安婦 

第九章  慰安婦的生活實態 

 一. 性奴隸：從軍慰安婦 

 二. 戰時慰安婦的苦難 

 三. 慰安婦的生活實例 

 四. 戰敗時的慰安婦 

 五. 戰爭的結束和慰安婦 

第十章  戰爭還沒有結束 － 慰安婦問題50年回顧 

 一. 知識界的良心 － 慰安婦硏究的發軔 

 二. 慰安婦硏究的深入 

 三. 中國學者的努力 

 四. 中國政府的立場 

 五. 亞洲婦女基金會的活動 

 六. 聯合國對慰安婦問題的調査 

 七. 歷史是一面鏡子 

慰安婦問題年表(1932~1997) 

本書征引書目 

後記
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책 명：日军性奴隶 中国“慰安妇”真相

편 자：苏智良

발행연도：2000年

발 행 처：北京：人民出版社

쪽 수：182쪽

차 례：

自序

慰安妇就是日本军性奴隶

慰安妇团到来上海

南京大屠杀与慰安妇制度

上海杨家宅娱乐所

日军全面实施慰安妇制度

日军为什么要建立慰安妇制度

慰安所的类型和分布

日军对慰安所的管理

避孕套和“星秘膏”

中国是慰安妇制度的最大受害国

日军怎样强征中国慰安妇的

军事性奴隶的结局

参绝人寰的苦难 － 万爱花的控诉 

永远不能愈合的伤口 － 袁竹林的自述

烽火下的母女悲歌 － 台湾阿妈的回忆

幸存者战后的生活实况

对日本右翼在慰安妇问题上谬论的批判

日本政府对慰安妇问题上的法律责任

联合国关于慰安妇问题的报告

各国慰安妇幸存者对日本政府提起的诉讼

中国慰安妇幸存者控诉日本政府

后记.

책 명：滔天罪孽 二战时期的日军“慰安妇”制度

편 자：苏智良, 荣维木, 陈丽菲
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발행연도：2000年

발 행 처：上海：学林出版社

쪽 수：703쪽

차 례：

序言 － 苏智良 

一. “慰安妇”制度的起源

“从军慰安妇”问题的由来 － 千田夏光著 唐棣译

侵华日军“慰安妇”制度的略论 － 苏智良, 陈丽菲

试论侵华日军建立“慰安妇”制度的原因 － 刘惠怒

甲午战争以来日军对中国妇女的暴力问题 － 邵雍

日本军国主义与“慰安妇”制度 － 孟庆龙

日军妇女暴行和战时中国妇女杂志 － 江上幸子

二. “慰安妇”制度的实施

大衣沙龙 － 侯桂芳

战时日军的第一家慰安所 － 苏智良

关于上海四个日军慰安所的调查 － 苏智良编

寻访“海乃家” － 李凯琦

江湾万安路 － 日军的行乐“花街” － 胡海英

宝山慰安所揭密 － 傅家驹

日军侵华海军与上海慰安所 － 华强

档案中发现的有关上海日军“慰安妇”问题 － 陈正卿, 庄志龄

日军南京强奸事件与慰安所的罪恶 － 高兴祖

南京大奸杀是日军对人类文明社会的集体犯罪 － 朱成山

南京大屠杀期间日军慰安所惨状 － 高兴祖

南京下关区侵华日军慰安所的调察报告 － 张连红, 李广廉

南京日军“慰安妇”制度的实施 － 陈娟

侵华日军在南京实施“慰安妇”制度始末 － 经盛鸿

侵华日军南京慰安所调查 － 段月萍

凤宜楼慰安所始末 － 汪业新

侵琼日军“慰安所”实录 － 符和积

关于日军强征山西“慰安妇”的调查报告 － 刘萍

日军山西盂县河东据点的性暴力 － 石田米子

侵华日军在山西盂县的性暴力 － 英豪
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日军在汉口积庆里的陆军特殊慰安所 － 房建昌, 森久男

论日军在中国华北的性暴力 － 何天义

天津日军“慰安妇”之供给系统 － 林伯耀

侵华日军滇西慰安所与“慰安妇” － 陈祖樑

台拓企业与“慰安妇”制度 － 朱德兰

三. 苦难的军事性奴隶受害者

侵华日军中的“慰安妇” － 裘适

日军侵略者强迫中国妇女做“慰安妇”实录 － 稣实

日军“随军慰安妇”的血泪 － 朱鼎元

关于朝鲜妇女充当“挺身队”(“慰安妇”)问题 － 尹贞玉著, 刘黎明译

台湾“慰安妇”问题的最近动向 － 陈丽菲

让正义苏醒 － 台湾“慰安妇”记事 － 庄国明

她们的伤口尚没愈合 － 台湾“慰安妇”问题的进展 － 王清峰

四. 关于“慰安妇”问题性质的认识和战后赔偿 

谁在制造谎言 － 荣维母

“慰安妇”问题和日本的国际化 － 管宁

“慰安妇”问题和日本的战争责任认识 － 步平

“慰安妇”问题和日本的战争罪责 － 卞修跃

日本与德国战后赔偿比较研究 － 姜维久

评德国和日本的不同的二战史观 － 李乐曾

战后日军对华赔偿问题 － 赵聆实

日本侵华罪行及中国战争损失调查刍议 － 石源化

关于“慰安妇”问题的一些思考 － 林晓光

中国“慰安妇”调查办法的初探 － 张量

日本军队对被害国妇女实施性暴力及原因探索 － 马振犊

关于中国部分“慰安妇”受害事实调查及相关法律问题 － 康健

从国际法看日本侵华战争的民间赔偿问题 － 管建强

日本侵华战争的民间受害者对日索赔问题研究 － 丁伟

日本对战争受害者赔偿问题述评 － 吴广义

“慰安妇”索赔的法律问题部析 － 龚柏华

喜见“慰安妇”打破沈默 － 冯英子

对日军“慰安妇”赔偿的回应 － 杜学魁

义助“慰安妇” － 李敖
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东京的烛光 － 陈丽菲

五. 关于“慰安妇”问题的资料

日军强征“慰安妇”史料一则 － 北京市档案馆

日军强逼中国妇女“慰安妇”资料摘编 － 何吉

新发现的日军强征天津妇女充当“慰安妇”的史料部析 － 李秦

从军“慰安妇”问题综述 － 杨昭全

中国“慰安妇”问题国际学术研讨会述评 － 陈丽菲, 苏智良

≪慰安妇研究≫评述 － 沈智

上海≪中国“慰安妇”问题国际学术研讨会宣言≫

2000年“女性国际战犯法庭”宪章 － 苏智良译

책 명：台日官方档案慰安妇史料汇编

저 자：台湾省文献委员会

역 자：王学新 编译

발행연도：2001年

발 행 처：南投：台湾省文献委员会

쪽 수：357쪽

차 례：없음

책 명：军国之女：日本女性与 ｢大东亚战争｣
저 자：李建军

발행연도：2001年

발 행 처：贵阳：贵州人民出版社

쪽 수：426쪽

차 례：

序章  正被罪恶的沉淀 擦亮历史的镜子

“军国之女”, 辱敏永志的牺牲品

军国主义, 扬幡招魂还是除恶务尽

第一章  组纣为虐的“大日本国防妇人会”
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军阀的谎言与女人的躁动

“昭和之列女”与刽子手

后方的“贞淑之女”与前方的“现地妻”

第二章  从军慰安妇

“芒果病”, “南京事件”与慰安妇制度的建立

占地“特殊军用品”

慰安妇事态

“冲锋1号”与“卫生性公共厕所”

满洲的慰安妇

中国内地的慰安妇

东南亚, 南洋的慰安妇

“人种展览”

滇西的慰安妇, “最后的悲剧像”

向强大的胜利者“慰安”,  苏军的“慰安妇”

美军的“慰安妇” － R·A·A的建立及其影响

遥远历史的回声

第三章  “从军看护妇”

天使还是魔鬼？

“日赤”的建立与“从军看护妇”的产生

爪达尔卡纳尔岛, 阿图岛之战中看护妇

英帕尔战役中的看护妇

赛班岛, “玉碎的防波堤”

菲律宾丛林战役

冲绳之战中的看护妇

剧变的角色, 中国战场的看护妇

被历史遗忘的“天使”

第四章  “我们支撑着圣战” － 后方“经济战”中的女性

“早婚运动”与人口资料的开发

“价格伤残的军人运动”

“为国义务就劳动”

“经济战”的战果 － 铸犁为剑

贫困物语：“奢侈是敌人”

第五章  “帝国之花” － 秘密战中的日本女性

“超级爱国者”, 侵略战争的尖兵

满洲谍报战：从日俄战争到“大东亚战争”
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上海的东洋“玛塔·哈丽”

太平洋与美洲大陆谍报战

“东京玫瑰”

东南亚的“皇军先遣队”

双面“女谍”

“妖花”川岛方子

第六章  覆巢破卵, 空袭下的本土女性

“神国”初破

“江户之花”与焦土上的“蝼蚁”

“飞象行动”与巫术

“原爆”及其影响

第七章  塞班, 冲绳岛的女性 － “玉碎”的殉葬品

“武士道”·“玉碎”“切服”与国民性

“一亿玉碎”的“本土作战计划”

胞弱的“太平洋防波堤”

塞班的“万岁突击”与疯狂的自决行动

冲绳的“铁血台风”

异类的战争罪行

“同是天皇陛下的赤子”？

冲绳的“集团自决”

美国占领军与冲绳绳女性

第八章  “满洲开拓团”的女性 － 日本帝国的弃民

“满洲开拓案”与“大陆政策”的遂行

“无主旷野”上的新地主

“大陆的花嫁”运动

“五族协和, 王道乐土”

“前锋屹立着神勇的关东军”

末日里的殖民者

“满洲开拓少年义勇军”的覆灭

阿城“威灵碑”

葛根庙, 麻山事件

立花珠美传奇

“虏囚之苦”

“突击寻夫”

魂断回归路
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“残留孤儿”, “残留妇儿”,  日本永远的弃民

大事年表

主要参考书目

책 명：被掠往侵略战场的慰安妇 韩国挺身队问题对策协议会

편 자：韩国挺身队问题对策协议会

역 자：金镇烈, 黄一兵

발행연도：2001年

발 행 처：北京：中国文史出版社

쪽 수：476쪽

차 례：

 在中国被日本人却持 － 金学顺

 噩梦般的日子正在等着我 － 金德镇

 在广州的那条胡同里 － 李英淑

 被骗到被陌生的上海 － 河顺女

 跟着部队转移到南京 － 吴五穆

 他们告诉我这里是吉林 － 黄锦周

 我们竟然被送到了“满洲” － 文必璂

 我是妈妈！我要回家 － 李容洙

 12岁的时候我走进了“彰化慰安所” － 李玉粉

 这是慰安所, 是接待军人的地方 － 文玉珠

 我们到的目的地部署日本, 而是中国 － 李玉顺

 我再没有能够见到家里的人 － 李相玉

 我凄惨的慰安妇生活在汉口开始 － 李得南

 可能我就要死在这里了 － 李用女

 挣扎在密林中的死亡线上 － 金台善

 我们做梦也没有想到是接待军人的 － 朴顺爱

 登上一列窗户被封闭的火车 － 崔明顺

 我试图逃出那个非人的地方 － 姜德景

 慰安所里我家竟咫尺之遥 － 尹头理

 在台湾洞穴里做了海军慰安妇 － 陈庆彭

 我下般的那个港口是台湾彭化 － 朴头理

 军人们我的房门上贴了姓名和号码 － 姜顺子
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 他的年龄跟我父亲一样大 － 孙判妊

 从广东, 香港到新加坡, 印度尼西亚 － 金福东

 最终, 我下般的地方是台湾 － 金分善

 那个人告诉我广东好玩极了, 还能赚钱 － 朴莲伊

 在中国和苏联边界的乐园慰安所里 － 金春子

 他们命令我去杭州 － 裴足间

 在“满洲”的那13年里 － 崔一礼

 在那些被强占的中国人的房子里 － 呂富实

 那列火车真奔中国的哈尔滨 － 全锦花

 在雄基和中国珲春成为慰安妇 － 崔贞礼

 看见军人我大大地吃了惊 － 朴顺伊

 码头上已经有军人在蹬着我们了 － 金银珍

后记 － 译者

책 명：慰安妇

저 자：乔治·希克斯(Hicks, George)

역 자：滕建群

발행연도：2002年

발 행 처：北京：新华出版社

쪽 수：279쪽

차 례：

爲什麼要翻譯出版這本書 

致謝

姓名, 機構和貨幣交換比率說明 

引子 

 一. 被掩蓋的事實浮出水面 

 二. 誘騙和拐賣 

 三. 非正義沒有得到複仇 

第一章  戰爭與性 

 一. 戰士與性 

 二. 日本的理由 

 三. 娼妓業的前因後果：日本的擴張和軍國主義的興起 

 四. 第二次世界大戰前和占領區中的日軍 
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第二章  人肉市場 

 一. 從村落到慰安所：招募 

 二. 劫持奴隸式的襲擊和前線的軍事行動 

 三. 三寶壟案：性奴隸制 

第三章  戰區內的性 

 一. “開苞”, 把婦女們投入工作 

 二. 作戰中的 “慰安婦” 

 三. 慰安所裏的時間已到 

 四. 愛與友情 

第四章  上海和其他不同版本的規定 

 一. 沖繩島的規定 

 二. 中山部隊, 頭山部隊和常州的規定 

 三. 馬尼拉的規定 

 四. 金錢問題 

 五. 存在的健康問題 

第五章  太陽帝國 

 一. 日本 

 二. 琉球和小笠原群島 

 三. 台灣 

 四. 帝國的各個角落 

 五. 太平洋諸島嶼 

 六. 拉包爾 

 七. 非律賓 

 八. 新加坡和馬來亞 

 九. 緬甸 

 十. 印度尼西亞 

第六章  一場噩夢的終結, 另一場噩夢的開始 

 一. 爲占領軍慰安 

 二. 恢複正常的生活 

第七章  覺醒和揭露 

 一. 日本與韓國1965年達成的基本條約 

 二. 早期的舉辦：1972年的勞工問題 

 三. 韓國的女權主義和婦女組織 

 四. 沒有人願意作證 

 五. 盧泰愚的日本之行和它的結果 
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 六. 日本拒不承認事實 

 七. 韓國婦女的6項要求 

 八. 反應, 行動和突破 

第八章  性的政治  

 一. 日本首相訪問韓國 

 二. 法律訴訟開始 

 三. 媒體和公眾注意力 

 四. 日本右翼分子的態度 

 五. 作爲賠償的替代名詞, 道歉性報酬? 

第九章  政府開口說話 

 一. 日本方面的報告  

 二. 韓國政府的報告 

 三. 婦女委員會的反應 

 四. 朝鮮的報告 

第十章  國際範疇 

 一. 新加坡和馬來西亞 

 二. 台灣 

 三. 非律賓 

 四. 印度尼西亞 

 五. 亞洲“慰安婦”團結大會 

 六. 關於日本戰後賠償的國際公共聽證會 

 七. 日本承認恫嚇現象 

結束語

 日本的責任 

 得到世界的關注

책 명：鐵盒裡的青春 台籍慰安婦的故事

편 자：台北市婦女救援基金會採訪記錄 夏珍

발행연도：2005年

발 행 처：台北：天下遠見出版股份有限公司

쪽 수：184쪽

차 례：없음
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책 명：海南文史：紀念中國人民抗日戰爭曁世界反法西斯战争胜利60周年

저 자：杜汉文, 副主编 云惟俊, 海南省政协文史资料委员会 编

발행연도：2005年

발 행 처：海南出版社

쪽 수：462쪽

차 례：

序

一. 日寇在海南的暴行

日寇铁碲下的海南岛

一场惨无人道的大屠杀

死里逃生忆当年

令人刻骨难忘的往事

乐罗村血案

水南遭劫 志士遇难

日军纵火焚毁抱旺村

日军暴行所见

岭村毒气惨案

苦难的劳工生活

日军焚烧劳工目击记

宁当少年鬼 不做亡国奴

“走日本”和做日本工

日军血洗乐会县互助乡的罪行

日军迫害妇女的残暴手段

翠绿园 － 陵水县日军慰安所

日军在万成设立慰安所的罪行

王家槐所著≪海南近志≫抗战史料评注

海口发现日军侵琼图片

铁证：日寇当年垂涎“常夏宝库”

二. 琼崖东线齐抗日

琼崖“战时党政处”活动遗址

石山, 道堂之战

夜袭公园鋤汉奸

抗战时期琼崖革命根据地的医疗工作

在抗战硝烟中诞生的琼崖特委初级党校
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琼东, 乐会县抗日斗争历史纪实

抗日民族统一战线在万宁的胜利

李振亚将军在六连岭的战斗生活

一个交通员的抗日足迹

救死扶伤为抗日 严刑拷打不动摇

营救美国飞行员

海上夺粮助抗日

抗日烈士陈鸿儒

我没忘记自己是个中国人

三. 琼西烽火

创建琼西抗日根据地 坚持反“蚕食”斗争

血泪烽烟话当年

北岸石丛点烽火

儋县抗日初期战事回忆

王焕先生抗日爱国事略

国共合作打日寇 高第齐心卫村庄

抗日堡垒水井村

王坊村民抗日纪事

烽火年华 峥嵘岁月

父亲邓瑞英热心抗日的两件事

胸怀民族仇 勇敢杀日寇

四. 鏖战琼西南

莺歌海 － 扛过母瑞山来的抗日战旗

国恨家仇深似海 小女子挥枪上战场

为铲除汉奸而英勇献身的史伯龄

黑眉反击战

黎族民兵袭击旧村日军拒点的经过

袭击三井洋行始末

拨除老伯日寇据点战斗的回忆

陶世民血洒抗日路

为民献身 浩气长存

为国捐躯 雄风犹在

抗日英烈陈曼夫

共产党的挚友林超宇

五. 五指山风云
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日军侵琼 黎苗遭殃

日军在红毛下乡的罪行

黎民抗税斗争与日军“扫荡”太平乡

日军火烧八村王毅司令部

抗战时期琼崖国民党党政军机构及人员一览表

抗战期间罗山苗民的斗争

中平“河滥国际村”拯救同盟国战俘经过

诞生于战火中的任之小学

烽火中七次迁徒的定安中学

六. 琼侨与抗日

忆沦陷时期的淡边柔河与琼州会馆

新, 马侨胞罹难记

在马来半岛的困难日子里

国家兴亡 匹夫有责

我当南侨机工的回忆

参加中印缅公路上战斗的亲历

七. 琼籍国民党将士抗日事迹选编

叶佩高将军与抗日战争

血泪的史诗

韩建勋将军传略

抗日航空烈士莫同淅

王守诚小传

孤岛喋血卫难疆 琼崖忠烈壮山河

八. 纪念琼崖抗日战争胜利60周年论文选登

琼崖女性热血丰碑

日本侵略海南时期的慰安妇制度浅探.

책 명：沉默的傷痕：日軍慰安婦歷史影像書

저 자：賴采兒

발행연도：2005年

발 행 처：台北市：商周出版

쪽 수：193쪽

차 례：없음
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책 명：以人类的名义 向日本控诉

저 자：柳白

발행연도：2005年

발 행 처：北京：中国长安出版社

쪽 수：267쪽

차 례：

卷頭語 

第一部 昨天·今天 中國“慰安婦” 

第一章 李秀梅 

       不平靜的冬夜 

       那年 你才十五歲 

       我說 我要說! 

       進圭村 那孔窯洞 

       家破人亡 

       父親 這樣活 

       日本老兵重返西煙鎮 

       淚別西煙 

第二章 侯冬娥 

       總以爲你活著 

       她是進過炮樓的! 

       美麗是災禍 

       再入魔窟 

       患難結眞情 

       第三次出嫁 

       訴不盡的冤仇 

       赴日之行 

       訣別人生 

第三章 胡良侶 

       道義與傷痕同在 

       澧縣行 

       往事仇深 

       初識胡良侶 

       下等人家 

       十二歲當家 
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       那一個雨夜 

       澧水傷別 

       追記：位卑未敢忘憂國 － 記山村敎師張雙兵 

第二部 黑太陽下的細菌戰 鼠疫肆虐崇山村 

第四章 崇山血案 

       義鳥飛鴻 

       未了仇結 

       鼠疫悄悄降臨

       死亡開始了…… 

       禍及四方 

       活體解剖 － 崇山人第二劫 

       劫後餘生者言 

第五章  細菌肆虐 

       一頁被隱瞞的罪惡 

       受害者的血淚控訴 

       追記 侵華日軍細菌戰受害者訴訟二審開庭 

第三部 曠古絶倫的大屠殺 

       無錫太湖馬山島屠殺幸存者 趙錫金 

       南京大屠殺幸存者 石懷瑜 徐紹亮 李秀英 

第六章 血染太湖水 

       在日本駐華使館門前 

       五十六年恨與仇 

       日寇血洗馬山島 

       和平村 依然在流淚…… 

       我和日本不共戴天! 

第七章 石懷瑜 

       虐殺成性的日本兵 

       最難忘 下關訣別 

       九死一生渡長江 

第八章 徐紹亮 

       誰之罪? 

       混亂的下關 

       下關屠殺親歷記 

第九章 李秀英 

       尋找李秀英 
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       我們是李逵的後代! 

       那一天是12月12日 

       死亡 不屬於你 

       中國母親的誓言 

第四部 廣島·原子彈 蘑菇雲下的中國幸存著 

第十章  原子彈爆炸幸存著張文彬 

       高清珍 你在哪里? 

       一段不尋常的經歷 

       生死難卜 

       原來要去當勞工 

       去日本 

       苦役與死亡 

       風雲突變 

第十一章  爲了申訴 重返日本 

         原子彈爆炸的時刻 

         重返日本 

         廣島啊廣島! 

         和平在哪里? 

         新潟尋蹤 

         尋找曾經的溫情 

         日本, 沒有從戰爭噩夢中醒來 

         追記 懷念李秀英大娘 

第五部 索賠 索賠…… 

第十二章 索賠 － 不可抗拒的歷史潮 

         蜀人童增 

         中國 沒有遺忘…… 

         索賠宣言 

         索賠 開始了…… 

         漫漫索賠路 

         忘記歷的民族沒有未來 

後記

책 명：战时 “性奴隶”制度与战后的起诉提要 慰安妇制度
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저 자：苏智良

발행연도：2005年

발 행 처：哈尔滨：黑龙江人民出版社

쪽 수：미상

차 례：없음

책 명：日本对海南的侵略及其暴行

편 자：苏智良

발행연도：2005年

발 행 처：上海：上海辞书出版社

쪽 수：미상

차 례：없음

책 명：日本侵华遗留问题和赔偿问题(上册)

편 자：苏智良, 荣维木, 陈丽菲

발행연도：2005年

발 행 처：商务印书馆

쪽 수：506쪽

차 례：

序言 － 苏智良

中国领导人关于日本侵华战争及其遗留问题的讲话

日本侵华战争及其遗留问题急议 － 苏智良, 陈丽菲

中日战争遗留问题研究述评－荣维木

东京审判的反思 － 何天义

≪旧金山和约≫ 的注脚 － 王选

≪旧金山和约≫ 和≪日台和约≫ 与美日的“台湾地位未定”论 － 余子道

1952台北和议中日本利用中国不统一逃脱战争赔偿 － 曾景忠

日本对亚洲国家战争赔偿立场之比较－以国家间的赔偿为中心 － 袁成毅

≪大东亚战争的总结≫ 批判 － 王喜亮
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日本人的战争认识 － 藤原彰

对自由主义史观于司马史观的批判 － 津田道夫

日本右翼势力研究拟议 － 何里

日本右翼思潮与右翼团体史考 － 林绍光

日本的侵略与日本人的战争观 － 江口圭一

试论战后日本右翼势力 － 张跃斌

歪曲历史的“国民运动” － 俵义文

关于历史教科书问题的思考 － 今井勉

从≪新历史教科书≫ 到 ≪最新日本史≫ － 郭素美

“日本会议”与≪最新日本史≫ － 王智新

日军对中华妇女史无前例的强暴 － 被强奸这远多于“慰安妇” － 吴天威

“慰安妇”问题与日本战争罪责 － 卞修跃

侵华日军“慰安妇”制度略论 － 苏智良, 陈丽菲

二战期间在日本的中国劳工 － 陈景彦

论战后赴日化工归国级遗留问题 － 居之芬

被强掳到大阪筑港的中国劳工 － 林伯耀

日本企业的战争责任及民间赔偿问题－以制造“花冈惨案”的鹿岛建设公司为例 － 张艳梅, 安平.

책 명：日本侵华遗留问题和赔偿问题(下册)

편 자：苏智良, 荣维木, 陈丽菲

발행연도：2005年

발 행 처：商务印书馆

쪽 수：390쪽

차 례：

从国际法看南京大屠杀 － 新美隆

驳松村俊夫对历史证人李秀英的诬陷 － 朱成山

日本侵华战争与战俘问题－从内海爱子的观点谈起 － 洛河

日本觊觎, 强点我钓鱼列屿的历史－再质奥原敏雄教授 － 吴天颖

评析30年前日本政府≪关于尖阁诸岛所有权问题的基本见解≫ － 鞠德源

世界华人保钓活动大事简录 － 简兆平

侵华日本驻北平及华北各地细菌部队研究概论 － 徐勇

侵华日本细菌战诉讼案回顾与思考 － 杨万株, 刘雅玲, 陈玉芳

齐齐哈尔“8·4”事件的历史考察 － 步平
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日本是如何掩盖化学战罪行的 － 高晓燕

关于吉林敦化日遗毒弹得两个现场 － 赵聆实

依法兴日本提出1931－1945年侵华损害的索赔权利(1992年3月10日) － 王工

中国战争受害者在日本各法院诉讼情况简述 － 康健

中国战后补偿诉讼中的国际法争论点－个人请求的原则, ≪海牙公约≫ 精神的复苏 － 高木喜孝

平民个人受害赔偿的国际法依据与国际惯例简介 － 姜维玖

论对日民间索偿的相关法律问题 － 管建强

对日民间索偿法律问题探究 － 丁伟

战后日本国对被占国的赔偿及相关法律问题评述 － 朱妙春, 许峰

中国民间受害者对日本索赔存在的问题和对策 － 上海天宏律师事务所对日索赔课题组

战争赔偿：七位著名法学者的观点－关于中国公民李秀梅等诉日本国损害赔偿案和中国公民刘连仁诉日本

国损害赔偿案的法律适用的意见 － 谢怀栻, 江平等

中国民间对日索赔运动的进程与走向 － 张连红

笔谈中日关系中的历史问题 － 时殷弘等

试论当代中日关系中的历史认识问题－兼评≪中日接近和“外交革命”≫ 发表引起的“外交新思考”问题 － 张

海鹏

论题：关于日本侵华战争的遗留问题 － 苏智良等

책 명：上海日军慰安所实录

저 자：苏智良, 陈丽菲, 姚霏

발행연도：2005年

발 행 처：上海：上海三联书店

쪽 수：287쪽

차 례：

1. 大衣沙龙

2. 三好馆

3. 小松亭

4. 永乐馆

5. 陆军慰安妇团 Ⅰ. Ⅱ. 

6～15．朝鲜人经营的慰安所

16～29．美楣里的慰安所

30．东优园

31．大胜馆
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32．春园

33．虹口行乐所

34. 上海军人俱乐部

35. かもめ － 沪上园慰安所

36. 旭俱乐部

37. 风月庄

38. 沪月

39. 末广

40. 东宝兴路135号慰安所

41～42．东宝兴路8号, 260号慰安所

43．六一亭

44．四川里52号慰安所

45．曙庄

46．南昌上海馆

47．三新里2号慰安所

48～55．虬红路松柏里的慰安所

56～58．虬兴路顺兴里的慰安所

59．映生里3号慰安所

60．余乐里19号慰安所

61～62．フロタタ － 酒吧和Idealism酒吧

63．虬江支路116号慰安所

64～65．海能路26号, 31号慰安所

66．水乐庄

67．远东舞厅

68．新田食堂上海支点

69～72．广东街的慰安所

73．军之友社

74．三亚贸易公司

75．虹口旅社慰安所

76．海军くがぬ俱乐部

77．文路“花月”

78．武昌路338号慰安所

79．日之出酒吧

80．汤恩路260号慰安所

81．海乃家
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82．海乃家别管

83．蒙特卡罗酒吧

84．公共租界慰安所

85．中华旅馆慰安所

86．大上海旅馆慰安所

87．靠近法租界的慰安所

88．太仓路慈云别业慰安所

89．梦花街慰安所

90．南市食堂

91．闸北, 虹口慰安所组合

92．北火车站路局大楼慰安所

93．浦东庆宁寺慰安所

94～95．旗昌栈慰安所

96．杨家宅慰安所

97～111．江湾的慰安所

112～113．政府路, 三民路的慰安所

114．大康纱厂附近的慰安所

115．千田, 深谷部队慰安所

116．羽田别庄

117．上海寮

118．突击屋

119．恭兴路军人俱乐部

120～136．吴淞的慰安所

137．上海郊外的慰安所

138～142．嘉定的慰安所

143．青浦县城慰安所

144．崇明慰安所

145．浦东高桥慰安所

146．浦东塘桥慰安所

147．罗店镇米家祠堂慰安所

148．杨行“三百亩”慰安所

149．松江第一慰安

책 명：为历史作证 一位摄影师9次赴日本采访侵华战争真相全录
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저 자：张国通

발행연도：2005年

발 행 처：开封：河南大学出版社

쪽 수：198쪽

차 례：없음

책 명：追索 朝鲜“慰安妇”朴永心和她的姐妹们

저 자：陈丽菲, 苏智良

발행연도：2005年

발 행 처：广州 广东人民出版社

쪽 수：203쪽

차 례：

第一章  怀孕的 “慰安妇”

引子

来自美国国会图书馆的照片

什么是“慰安妇”

历史是这样被发现的

“慰安妇”受害者知多少

不堪回首的往事

被俘“慰安妇”来自何方

朴永心, 17岁的性奴隶

坎坷人生

“我就是这个怀孕的可怜人”

南京法庭巧遇朴永心

谁拍摄的祼照

了不起的南京人

第二章  从平壤到南京

“在南京, 我被叫做‘歌丸”

南京的慰安所

去慰安所就像领配给品

日军颁布的慰安所规定

裴足间在南京的遭遇
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朴永心所在的利济巷

利济巷2号的“高丽窑子”

中, 朝, 日三国联合调查启航

纪念馆老姐妹相遇

重返利济巷

朴永心再入 “19号”

第三章  再返云南

日军侵入滇西

日军在云南的性暴力

朴永心被带到滇缅

腾冲的慰安所

腾冲攻坚战中的 “慰安妇”

龙陵的日军慰安所

腊勐日军慰安所

血战松山

松山战斗最后时刻的“慰安妇”

被俘的“慰安妇”

走近松山

与救命恩人的重逢

利济巷2号的去留

后记

参照书目

책 명：血痛 26个慰安妇的控诉

저 자：陈庆港

발행연도：2005年

발 행 처：北京：北京出版社

쪽 수：202쪽

차 례：

自序

那年花开

见证 日军慰安所

 日本实施的慰安妇制度
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 日军慰安所数量无法统计

 那大慰安所

 新盈慰安所

 石碌慰安所

 金江慰安所

 黄流机场慰安所

 “战地后勤服务队”

采访 我不是日本娼

 万爱花：第一个站出来控诉的中国女人

 赵润梅：捆起来, 放到毛驴背上

 张仙兔：老头就哆嗦了一辈子

 郭喜翠：不停地有鬼子来欺负

 高银娥：每天都被带出去几次

 王改荷：一枪托,  牙掉了四颗

 周喜香：落下了病,  经常浑身抽搐

 刘面换：毛驴说：“花姑娘, 好！”

 尹玉林：我过去的事没有告诉丈夫

 黄有良：那夜我哭了一个通宵

 陈金玉：我心里的曲气还没出

 林亚金：他们来弄得满身是血

 杨阿布：我跑了村里人会遭殃

 蒲阿白：我被抓走, 家人不知道

 林爱兰：把我吊到屋顶上用棍打

 谭玉莲：这一辈子受尽了屈辱

 邓玉民：我哭, 不敢说出来情

 菜爱花：父母亲的眼睛都哭瞎了

 王志凤：来了日本兵, 我没出躲 

 符美菊：那些事说不出口的呀

 李美金：晚上, 日本兵往进挤

 林石姑：就跳河想死掉

 桌天妹：当年过得不是人的日子 

 郑金女：那时我还小,  疼得真叫

 朴来顺：再不要发生那可怕的战争

原声 怎一个痛字了得

 很痛, 现在还痛
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 片段 断片

   我要他们低头认罪

慰安妇问题年表(1931～2005)

记住疼痛是为了不再疼痛

책 명：日军慰安妇制度批判

편 자：陈丽菲

발행연도：2006年

발 행 처：北京：中华书局

쪽 수：400쪽

차 례：

引子

第一章  日本近代独特的性政治

第一節  日本历史上自最早的“慰安妇”

第二節  游廓业与政治的蜜桔关系

第二章  海外妓业与日本的近代殖民扩张

第一節  日本近代以来的女性买卖业

第二節  日本的海外妓女业

第三節  不彻底的废娼运动

第三章  军队性奴隶制的萌芽于确立

第一節  战争前期的日本军队与日本妓女 

第二節  “大一沙龙” － 日军首个以“慰安所”命名的军队性服务所

第三節  第一的为军队征集的“慰安妇团”

第四節  上海日本海军慰安所的发展

第四章  “慰安妇”制度的实施

第一節  南京大屠杀与性暴力

第二節  军队“慰安妇”制度的运作

第三節  南中国的慰安所

第四節  被中国的慰安所

第五節  日军与未按所的管理

第五章  “慰安妇”制度的扩大

第一節  朝鲜殖民地与“慰安妇”制度

第二節  地区的扩大：日军在东南亚的慰安所
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第三節  对日军“慰安妇”制度的几点总结

第六章  日军暴力下的中国“慰安妇”

第一節  中国妇女的受害范围

第二節  中国妇女的受害身份类型

第三節  中国妇女的受害生存实态

第七章  伤者永痛

第一節  个区城受害者自述举例

第二節  资料和证言中的制度是太

第三節  战后的再伤害

第八章  战后的调查与赔偿

第一節  韩国受害者的东京起诉之路

第二節  中国受害幸存者的东京起诉之路

第三節  菲律宾受害者的东京起诉之路

第四節  国际上对受害者索赔的法律援助

第五節  日本政府的战争责任

中文参考书目

日文参考书目

后记

책 명：侵华日军战犯手记文档揭秘

편 자：张子峰

발행연도：2007年

발 행 처：北京 : 中国青年出版社

쪽 수：230쪽

차 례：

前言

一. 日军 “北平西苑华北集中营”

[一] 日军“北平西苑华北集中营”轰动海内外

[二] 日本战犯上村喜赖笔下的≪北平西苑华北俘虏营≫

[三] 西苑华虏营的基本组织框架

[四] 俘虏人员的管理和文件

[五] “上村喜赖笔供述”未载部分的提示

[六] “西苑华虏营”的幸存者及周边群众的控诉与回忆
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第一部  分图档

1. 上村喜赖笔供述的原件照片

2. 日军留下的“西苑华虏营”部分照片的档案

3. 今日“北平西苑华俘虏营”遗址考察照片

4. 日军留下的侵华事物及照片资料考察

二. 日军北京“慰安妇”, “慰劳妇”

[一] 日军“北京慰安所”的迷雾

[二] 日军“北京慰安所”, “慰劳妇”问题的缘起

[三] 印有“慰安妇”和“慰劳妇”资料的原件

1. 遍布北京庞大而奇特的“日本妇女”共同居住场所

2. “共同居住”的“日本妇女”的人数, 地址分布

3. “慰安妇”, “慰劳妇”, “女给”等称谓及住所初索

4. 真索“慰安妇” 戳印

5. 数次发现的“慰安妇”印章戳记

6. 仅有一份的“威取”称谓资料内含巨大的实证基础

7. 日本投降后, 共同居住的“日本女人”没有马上撤移北平

附. “集中居住日本女人” 在北京各区街分布示意图

第二部  分图档 

1. “日本妇女”原住地考察照片

2. 日军留下的日本妇女慰劳侵华日军的照片

日军侵华战争启示录

[一] 日本教科书

[二] 日本称谓的“日支事变”和“储金箱”

[三] 参与“秦华战争从动员”的“五彩小玩偶”

[四] 威灵铜钟

[五] 新发现的日军战争地油印刊物≪南京陷落一周年≫ 和“宋井石根大将” ≪南京入城感≫ 油印诗

稿

[六] 南京日军“军费”资料, 彰显庞大的侵华军费开支

[七] 从伪满洲国皇帝溥仪登基≪昭书≫, 到“金融改组纪念铁桶”, “满线印样”

[八] 目前为止, 仅发现的一枚 “日军肃正建设”银质镏金纪念章

[九] 老乡家深藏的一对瓷瓶 承载着日寇野蛮侵略和残忍统治

后记

책 명：慰安妇考察手记
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저 자：曹保明

발행연도：2007年

발 행 처：长春：吉林文史出版社

쪽 수：105쪽

차 례：

一. 急切的起飞

二. 取证的无奈

三. 焦灼的等待

四. 难忘的相见 

五. 遙远的回忆

六. 南京大屠杀的延续

七. 烈士的妻子

八. 儿子的心声

九. 最后的抉择

十. 你就看着办吧

十一. 保住一段历史

十二. 认证

十三. 她是我们的好邻居

十四. 一盘石磨

十五. 心灵的靠近

十六. 愤怒的控诉

十七. 和“东候”相依为命

十八. 一个残破的水瓢

十九. 精制的小线板儿

二十. 渡口人家

二十一. 綠色的风筝

二十二. 离去

二十三. 史家巷一号

二十四. 周粉英小档案

二十五. 写在后面的话

책 명：真相：慰安妇调查纪实

저 자：陈庆港
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발행연도：2007年

발 행 처：江苏：文艺出版社

쪽 수：미상

차 례：없음

2. 논  문

논 문 명：日本侵略者强迫中国妇女作日军慰安妇实录

저 자：穌實

게 재 지：抗日战争研究 1992年 4期

발행연도：1992年

발 행 처：中国社会科学院近代史所 : 中国抗日战争史学会

쪽 수：미상

차 례：없음

논 문 명：关于朝鲜妇女充当“挺身队”(慰安妇)问题

저 자：尹贞玉

편 자：刘黎明

게 재 지：抗日战争研究 1992年 4期

발행연도：1992年

발 행 처：中国社会科学院近代史所; 中国抗日战争史学会

쪽 수：미상

차 례：

一. 前言

二. 历史背景

三. 分到满洲和中国地区的慰安妇

四. 南方方面



Ⅲ. 중 국 591

五. 停战与慰安妇

六. 结束语

논 문 명：“慰安妇”：今朝欲洗沉冤耻

저 자：梁甫

게 재 지：世界知识 1993年 14期

발행연도：1993年

발 행 처：世界知识出版社

쪽 수：미상

차 례：

“慰安妇”军用品

悲愤的呐喊

走向官方解决

重要的是查明真明

논 문 명：≪魂归何处≫从神户, 哈尔滨, 上海到北京

저 자：余思

게 재 지：中国戏剧 1993年 3期

발행연도：1993年

발 행 처：中国戏剧协会

쪽 수：미상

차 례：없음

논 문 명：日军强逼中国妇女为“慰安妇”资料摘编

저 자：何吉, 管宁

게 재 지：抗日战争研究 1993年 4期

발행연도：1993年

발 행 처：中国社会科学院近代史所 : 中国抗日战争史学会
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쪽 수：미상

차 례：

一. 在中国慰安妇所

二. 扬州

三. 常州

四. 芜湖

五. 南京等地

六. 天津

七. 宝庆(邵阳)

八. 内蒙

九. 河北

논 문 명：血泪写就的历史岂能无视 － 二战日军“慰安妇”问题综述

저 자：林晓光

게 재 지：国际观察 1994年 1期

발행연도：1994年

발 행 처：上海外国语大学

쪽 수：미상

차 례：

一.

二.

三.

四.

五．

논 문 명：朴必莲诉日本政府所带来的司法思考

저 자：张树和

게 재 지：法学杂志 1994年 5期

발행연도：1994年

발 행 처：北京市法学会



Ⅲ. 중 국 593

쪽 수：미상

차 례：

一. 事实梗概

二. 主张权利的途径和障碍

三. 扑必莲在我国地方法院起诉的可能性

四. 扑必莲通过司法途径主张权利的设想

논 문 명：关于战争罪行与赔偿问题 － 1994年为悼念甲午战争中英勇献身的将士作

저 자：赵增辉

게 재 지：四川师范学院学报(哲学社会科学版) 1994年 5期

발행연도：1994年

발 행 처：西华师范大学

쪽 수：70～76쪽

차 례：

一. “慰安妇”的怨诉

二. 日本军国主义的罪行

三. 帝国主义侵略者的 敲诈勒索

四. 侵略者应为其罪行承担承担赔偿责任

五. 日本将何以善其后

논 문 명：日军慰安妇与南京慰安所

저 자：陈娟

게 재 지：民国春秋 1994年 5期

발행연도：1994年

발 행 처：江苏古籍出版社

쪽 수：27～28쪽

차 례：없음
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논 문 명：二战赔偿问题评述

저 자：姜维久

게 재 지：学术月刊 1995年 8期

발행연도：1995年

발 행 처：上海市社会科学界联合会

쪽 수：30～33쪽

차 례：없음

논 문 명：日本向战争受害者个人赔偿的若干问题

저 자：姜维久

게 재 지：社会科学战线 1995年 5期

발행연도：1995年

발 행 처：吉林省社会科学院

쪽 수：66～69쪽

차 례：

一

二

1. 关于战时的“从军慰安妇”问题

2. 关于强制做劳工的问题

3. “军票”问题

논 문 명：日本与德国战后国家赔偿及个人受害赔偿比较研究

저 자：姜维久

게 재 지：抗日战争研究 1995年 3期

발행연도：1995年

발 행 처：中国社会科学院近代史所：中国抗日战争史学会

쪽 수：178～189쪽

차 례：



Ⅲ. 중 국 595

一

二

三

논 문 명：亚洲各国二战受害者赔偿诉讼纷起的分析

저 자：姜维久

게 재 지：当代亚太 1995年 4期

발행연도：1995年

발 행 처：中国社会科学院亚洲太平洋研究所：中国亚洲太平洋学会

쪽 수：7～11쪽

차 례：

一.

1. 战时从军“慰安妇”问题

2. 强制抓去日本做劳工问题

3. 军票赔偿问题

二．

논 문 명：战争与女性

저 자：林克欢

게 재 지：戏剧文学 1995年 11期

발행연도：1995年

발 행 처：吉林省艺术研究院

쪽 수：67～68쪽

차 례：

(一)

(二)

논 문 명：日本战俘和“营妓”在昆明

저 자：万揆一
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게 재 지：民国春秋 1995年 4期

발행연도：1995年

발 행 처：江苏古籍出版社

쪽 수：39～40쪽

차 례：없음

논 문 명：莫忘九州血和泪 振兴华夏须自奋 － 纪念抗日战争胜利五十周年

저 자：牟广钦

게 재 지：宁德师专学报(哲学社会科学版) 1995年 4期

발행연도：1995年

발 행 처：宁德师范高等专科学校

쪽 수：1～6쪽

차 례：

一. 震惊世界的南京大屠杀

二. 野蛮残酷的“三光政策”

三. 白骨磷磷的“万人坑”

四. 丧心病狂的毒气战

五. 灭绝人性的细菌战

六. 受尽屈辱的“慰安妇”

논 문 명：日本学者论日本侵略战争

저 자：文以明

게 재 지：史学史研究 1995年 3期

발행연도：1995年

발 행 처：北京师范大学史学研究所

쪽 수：9～16, 80쪽

차 례：

(一)

(二)
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(三)

(四)

(五)

논 문 명：日本的战后处理是如何进行的?

저 자：石井明

편 자：邵力群

게 재 지：国外社会科学文摘 1995年 5期

발행연도：1995年

발 행 처：上海社会科学院信息研究所

쪽 수：47～49쪽

차 례：

日本战后亚洲外交的起点 － 缔结日台和平条约的交涉

日韩间马拉松式的交涉

冷战时期战后处理的特点

논 문 명：责任与使命 － 中国抗战研究应该得到进一步重视

저 자：苏智良

게 재 지：探索与争鸣 2005年 10期

발행연도：2005年

발 행 처：上海社会科学界联合会

쪽 수：2～6쪽

차 례：

必须壮大抗战研究的力量出精品, 除大作品

必须加强微观的实证性研究

应增加纪念馆, 博物馆, 资料馆等设施

应建立国家级抗日战争纪念仪式
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논 문 명：侵华日军上海慰安所揭秘

저 자：苏智良

게 재 지：上海党史与党建 1995年 4期

발행연도：1995年

발 행 처：中共上海市委党史研究室

쪽 수：25～27쪽

차 례：

日军慰安妇制度在上海发轫

江湾严宅：日侨经营的慰安所

大一记慰安所的见证人

中国姑娘最悲惨

논 문 명：日本战争责任资料中心与≪战争责任研究≫

저 자：宋志勇

게 재 지：抗日战争研究 1995年 4期

발행연도：1995年

발 행 처：中国社会科学院近代史所：中国抗日战争史学会

쪽 수：77～79쪽

차 례：없음

논 문 명：关于日军的“慰安妇制度”

저 자：王延华

게 재 지：齐齐哈尔大学学报(哲学社会科学版) 1995年 5期

발행연도：1995年

발 행 처：齐齐哈尔大学

쪽 수：125～128쪽

차 례：

一. “慰安妇制度”的形成
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二. 慰安妇的来源, 种类及等级

三. 色情地狱中的挣扎于反抗

四. 齐齐哈尔慰安所

五. 慰安所的结局与下场

논 문 명：二战时期的日军“慰安妇制度”

저 자：王延华

게 재 지：理论观察 1995年 5期

발행연도：1995年

발 행 처：理论观察杂志社

쪽 수：43～46쪽

차 례：

一. “慰安妇制度”的形成

二. 慰安妇的来源, 种类及等级

三. 色情地狱中的挣扎与反抗

四. 齐齐哈尔慰安所

五. 慰安所的结局与下场

参考书目

논 문 명：慰安妇：讨个说法

저 자：张友新, 赵喜鸣

게 재 지：文史天地 1995年 6期

발행연도：1995年

발 행 처：贵州省政协办公厅

쪽 수：19쪽

차 례：

“我们是被拐骗走的”

魔窟 － “慰安所”

心还在流血
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논 문 명：论日本侵华战争的残酷性, 惊夺性和破坏性 － 以日本侵华战争时期在上海

所犯罪行为例

저 자：张铨

게 재 지：史林 1995年 3期

발행연도：1995年

발 행 처：上海社会科学院历史研究所

쪽 수：64～71쪽

차 례：

(一)

(二)

(三)

논 문 명：日本国内关于日中战争论的动向

저 자：斋藤道彦

게 재 지：北京师范大学学报(社会科学版) 1995年 4期

발행연도：1995年

발 행 처：北京师范大学

쪽 수：36～37쪽

차 례：

向和平主义的转变

战争责任轮的构造

从和平主义到海外派兵

关于历史的改写

南京大屠杀的争论

屠杀犹太人的问题

关于细菌战

关于毒气战

战后补偿问题

논 문 명：抗战初期的日军慰安所
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저 자：华强

게 재 지：档案与史学 1995年 4期

발행연도：1995年

발 행 처：上海市档案馆

쪽 수：54～57쪽

차 례：

一

二

三

논 문 명：侵琼日军慰安妇实录

저 자：符和积

게 재 지：抗日战争研究 1996年 4期

발행연도：1996年

발 행 처：中国社会科学院近代史所：中国抗日战争史学会

쪽 수：34～50쪽

차 례：

一

二

三

논 문 명：骇人听闻：40万女性沦为日军的性奴隶 － 撕开日本军妓制度的秘幕

저 자：苏智良

게 재 지：炎黄春秋 1996年 10期

발행연도：1996年

발 행 처：炎黄文化研究会

쪽 수：62～64쪽

차 례：
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一. “一․二八”事变后日军创立军妓制度

二. 战时日军的第一个军妓所

三. 悲惨的慰安妇们

논 문 명：侵沪日军的“慰安所”

저 자：苏智良

게 재 지：抗日战争研究 1996年 4期

발행연도：1996年

발 행 처：中国社会科学院近代史所;中国抗日战争史学会

쪽 수：51～62쪽

차 례：

一. 日军军妓制度的缘起

二. “杨家宅陆军娱乐所”

三. “大一记”和“海乃家”

四. 在色情地狱里挣扎的慰安妇们

논 문 명：侵华日军的第一个慰安所

저 자：荣集

게 재 지：海内与海外 1996年 2期

발행연도：1996年

발 행 처：中华全国归国侨华侨联合会(中国侨联)

쪽 수：58쪽

차 례：없음

논 문 명：试析日本军国主义的两面性

저 자：武寅

게 재 지：世界历史 1997年 3期

발행연도：1997年
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발 행 처：中国社会科学院世界历史研究所

쪽 수：2～9쪽

차 례：

一

二

三

논 문 명：战犯谷寿夫伏法记

저 자：徐树法

게 재 지：党史纵览 1997年 3期

발행연도：1997年

발 행 처：党史纵览杂志社

쪽 수：36～38쪽

차 례：

(一)

(二)

논 문 명：关于日军慰安妇制度的几点辨析

저 자：苏智良

게 재 지：抗日战争研究 1997年 3期

발행연도：1997年

발 행 처：中国社会科学院近代史所：中国抗日战争史学会

쪽 수：166～181쪽

차 례：

一

二

三

四

五
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六

논 문 명：南京日军慰安所实录

저 자：苏智良

게 재 지：紫金岁月 1997年 6期

발행연도：1997年

발 행 처：南京出版社

쪽 수：22～25쪽

차 례：없음

논 문 명：侵华日军慰安所揭秘

저 자：辑参

게 재 지：春秋 1997年 4期

발행연도：1997年

발 행 처：山东省政协文史资料委员会

쪽 수：14～15쪽

차 례：없음

논 문 명：日本侵华战争遗留问题概述

저 자：何天义

게 재 지：抗日战争研究 1997年 4期

발행연도：1997年

발 행 처：中国社会科学院近代史所;中国抗日战争史学会

쪽 수：141～156쪽

차 례：

一. 中日间有没有战争遗留问题？

二. 中日间究竟有哪些战争遗留问题？
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(一) 领土争议问题

(二) 屠杀惨案受害问题

(三) 战俘劳工问题

(四) 妇女受害问题

(五) 细菌武器受害问题

(六) 化学武器受害问题

(七) 私人财产损失问题

(八) 被劫文物图书归还问题

(九) 日本残留公债问题

논 문 명：日本对二战罪责的认识研究

저 자：黄宗祥

게 재 지：新疆大学学报(社会科学版) 1997年 2期

발행연도：1997年

발 행 처：新疆大学

쪽 수：68～71쪽

차 례：

一. 日军所犯主要罪行及其认识态度

二. 日本否认战争罪责原因的历史考察

三. 日本何去何从?

논 문 명：富国强兵与娼妓制度

저 자：吉见周子·林郁

편 자：李建军

게 재 지：贵州文史天地 1998年 3期

발행연도：1998年

발 행 처：贵州省政协办公厅

쪽 수：51～59쪽

차 례：

序章  命不符实的“娼妓解放令”
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第一章  近代日本娼妓的实态

一. 沦落为娼的血泪之路

二. 最大的“娼妓出口国”

第二章  “富国强兵“与娼妓

一. 军队与“亡国病”

二. 绝无仅有的“从军慰安妇”

三. 特殊“军用品”

四. 性的奴隶

五. 悲剧在战后续演 － R＋A＋A

논 문 명：一个必须由日本人打开的“死结” － 为“七七”事变和“南京大屠杀”60周年而作

저 자：刘予苇

게 재 지：中国民航学院学报 1998年 16卷 2期

발행연도：1998年

발 행 처：中国民用航空学院

쪽 수：1～9쪽

차 례：

一.中日关系现状令人堪忧

二.中日之间战争责任问题

三.日本军国主义复活了吗?

四.中日两国如何友好相处下去

논 문 명：日本与德国的战争责任及战后补偿

저 자：北住炯一

편 자：安成日

게 재 지：日本学论坛 1998年 3期

발행연도：1998年

발 행 처：东北师范大学

쪽 수：10～13쪽

차 례：
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一. 日德之“战争责任及战后补偿”之比较

二. “战争责任及战后补偿”问题上日德存在“反差”的背景

三. 今后的课题.

논 문 명：侵华日军慰安妇制度略论

저 자：苏智良, 陈丽菲

게 재 지：历史研究 1998年 4期

발행연도：1998年

발 행 처：中国社会科学院

쪽 수：89～104쪽

차 례：

一. 日军慰安妇制度的由来及其形成过程

(一) 本时纪初至30年代日军性服务观念的提出与实施

(二) “慰安妇”与“慰安所”的出现

(三) 慰安妇制度的正式确立

二. 日军在华慰安所的类型及其设立

(一) 日军慰安所的类型

(二) 中国的日军慰安所

三. 关于慰安妇的几点辨析

(一) 日军强迫中国妇女充当慰安妇的几种方式

(二) 二战中日军慰安妇的数量估计

(三) 中国慰安妇的数量估计

논 문 명：侵占海南岛日军的慰安活动

저 자：程昭星

게 재 지：文史春秋 1998年 4期

발행연도：1998年

발 행 처：广西政协办会厅

쪽 수：60～64쪽
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차 례：

一

二

三

논 문 명：新闻翻译中的跨文化思考

저 자：彭汉良

게 재 지：武汉教育学院学报 第17卷 第4期

발행연도：1998年

발 행 처：江汉大学

쪽 수：93～97쪽

차 례：

一. 文化因索的翻译中的重要性

二. 透过语言符号看文化因索

1. 文化心理

2. 思维模式

三. 跨越文化藩篱靠语言手段

1. 画龙点睛靠标题

2. “名不正则言不顺”

3. 褒贬之间建立场

논 문 명：日军妇女暴行和战时中国妇女杂志

저 자：江上幸子

게 재 지：社会科学论坛 1999年 2期

발행연도：1999年

발 행 처：河北省社会科学界联合会

쪽 수：19～25쪽

차 례：

序
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一. 女性杂志以外有关妇女暴行的报道

1. “新华日报” － 当时报纸, 杂志

2. “战地总动员, 上下” － 当时单行本

3. “侵华日军暴行总录”, “河北省志五九妇女运动杂志” － 近期出版的

二. 中国女性杂志中有关暴行事件报道

1. 妇女共鸣(三二·一～四四·一, 南京 － 汉口 － 重庆)

2. “妇女生活”(三五·七～四一·一, 上海 － 武汉 － 重庆)

3. “上海妇女”(三八·四～四0·六, 上海)

4. “中国妇女”(三九·六～四一·三, 延安)

5. “妇女月刊”(四一·九～四八·六, 重庆 － 南京)

6. “现代妇女”(四三·一～四九·四, 重庆 － 上海)

논 문 명：南京的慰安妇与慰安所

저 자：经盛鸿

게 재 지：抗日战争研究 1999年 2期

발행연도：1999年

발 행 처：中国社会科学院近代史所;中国抗日战争史学会

쪽 수：191～199쪽

차 례：

一. 侵华日军在南京实施“慰安妇”制度的由来

二. 日军在南京设立慰安所的途径

三. 通过汉奸在南京建立多家公开的慰安所

四. 日军对方南京慰安所的管理

논 문 명：南京“慰安妇”写真

저 자：经盛鸿, 孙良铭

게 재 지：民国春秋 1999年 6期

발행연도：1999年

발 행 처：江苏古籍出版社

쪽 수：16～19쪽
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차 례：

(一) 从一份档案文件谈起

(二) 南京“慰安妇”制度的由来

(三) 日军在南京设立慰安所的途径

(四) 通过汉奸建立公开的慰安所

(五) 众大慰安所还不足日军泄欲

(六) 日军对方南京慰安所的管理

논 문 명：慰安妇问题与日本战争罪责

저 자：卞修跃

게 재 지：抗日战争研究 1999年 2期

발행연도：1999年

발 행 처：中国社会科学院近代史所;中国抗日战争史学会

쪽 수：159～174쪽

차 례：

一. 征集中国妇女当日日军慰安妇是在当年日军最高当局和军部直接策划指使下的有组织, 有计划的罪行

二. 日军对慰安妇的征集和管理及其对慰安妇的残酷蹂躏, 都具有明显的“强制性”

논 문 명：关于上海四个日军慰安所的调查

편 자：苏智良

게 재 지：抗日战争研究 1999年 2期

발행연도：1999年

발 행 처：中国社会科学院近代史所 : 中国抗日战争史学会

쪽 수：200～207쪽

차 례：

“杨家宅娱乐所“的调查

浦东庆宁寺日军慰安所的调查

浦东其昌栈慰安所的调查

南翔金家园慰安所的调查
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논 문 명：日军史无前例的强暴中华妇女 － 被强奸者远多于慰安妇

저 자：吴天威

게 재 지：抗日战争研究 1999年 2期

발행연도：1999年

발 행 처：中国社会科学院近代史所 : 中国抗日战争史学会

쪽 수：141～156쪽

차 례：

一. 日本传统娼妓制度之延展

二. 日军在中国东北经营的娼妓事业

三. 日军在中国强征慰安妇

四. 日军强奸中国妇女远多于慰安妇

(一) 慰安所多设立于后方, 有固定的场所

(二) 中国东北虽驻有强大的关东军, 经常保持49 万到85 万人(日本投降时有70 万人)

(三) 日军自1938 年以来, 经常在中国内地作战军队在100 万人以上

(四) 日军由上海到南京一路强奸掠夺虐杀中国妇女, 日军在苏州掳掠妇女2000 余人, 无锡3000 余

人, 杭州2 万余人

(五) 1943 年日军在湖南强奸和掳夺妇女的部分实录

(六) 日军碉堡里的中国“慰安妇”

(七) 日军在华可自由强奸中国妇女为一“不成文”之政策

结语

논 문 명：侵华日军性暴力对中国女性的摧残 － 抗战时期山西盂县日军性暴力受害者

调查

저 자：王海华

게 재 지：妇女研究论丛 1999年 2期

발행연도：1999年

발 행 처：中国妇女研究会 : 全国妇联妇女研究所

쪽 수：37～40쪽

차 례：

一

二
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三

四

五

논 문 명：关于日军强征山西“慰安妇”的调查报告

저 자：刘萍

게 재 지：抗日战争研究 1999年 2期

발행연도：1999年

발 행 처：中国社会科学院近代史所 : 中国抗日战争史学会

쪽 수：181～190쪽

차 례：

一. “慰安妇”受害的事实

(一) 万爱花受害事实

(二) Z受害事实

(三) Y受害事实

(四) S受害事实

二. 山西日军强征“慰安妇”的方式

三. 关于上述受害妇女身份的界定问题

논 문 명：第五届近百年中日关系史国际研讨会综述

저 자：李晔

게 재 지：历史研究 1999年 1期

발행연도：1999年

발 행 처：中国社会科学院

쪽 수：169～173쪽

차 례：

一. 关于近现代日本的侵华政策和策略问题

二. 关于日军侵华暴行问题

三. 关于东京审判及战争遗留问题

四. 关于中日关系的现状与未来展望
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논 문 명：对自由主义史观与司马史观的批判

저 자：津田道夫, 燕子

게 재 지：抗日战争研究 1999年 4期

발행연도：1999年

발 행 처：中国社会科学院近代史所;中国抗日战争史学会

쪽 수：163～176쪽

차 례：

一. “自由主义史观”出台的思想史背景

二. 藤冈信胜对于历史事实的误认和歪曲

三. 司马史观和自由主义史观

(一) 明治时期与昭和战争前期政体对立的史观

(二) 司马氏的十五年战争史观

(三) 关于藤冈信胜的十五年战争史观批判

(四) 再论司马辽太郎的十五年战争史观

논 문 명：一年来抗日战争研究述评

저 자：编辑部

게 재 지：抗日战争研究 1999年 1期

발행연도：1999年

발 행 처：中国社会科学院近代史所 : 中国抗日战争史学会

쪽 수：236～251쪽

차 례：

一. 对日本右翼势力的批判

二. 战争遗留问题

(一) 劳工研究

(二) 慰安妇研究

(三) 钓鱼列岛主权归属研究

三. 日本侵华罪行暴行

(一) 关于日军的轰炸

(二) 关于鸦片毒化

(三) 日军其他罪行
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四. 抗战时期的中国文化和教育

(一) 关于文化研究

(二) 关于抗战时期的教育

五. 其他问题

(一) 政治方面

(二) 军事方面

논 문 명：论二战平民受害赔偿责任

저 자：姜维久

게 재 지：社会科学战线 2000年第 1期

발행연도：2000年

발 행 처：吉林省社会科学院

쪽 수：238～243쪽

차 례：

一. 亚洲平民受害索赔诉讼纷起

1. 战时从军“慰安妇”问题

2. 强制抓去日本做劳工问题

3. 军票赔偿问题

二．平民受害赔偿的国际对比

三．德国, 日本对战争与赔偿的态度比较

논 문 명：侵华日军南京“慰安妇”制度述论

저 자：经盛鸿

게 재 지：江海学刊 2000年 6期

발행연도：2000年

발 행 처：江苏省社会科学院

쪽 수：146～150쪽

차 례：

侵华日军在南京实施“慰安妇”制度的由来

日军在南京设立慰安所的两条主要途径
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通过汉奸在南京建立多家公开的慰安所

日军方对南京慰安所的管理

南京慰安妇的血泪冤魂

논 문 명：侵华日军在南京的又一暴行 － 南京“慰安所”揭秘

저 자：经盛鸿, 邓若华

게 재 지：档案与建设 2000年 8期

발행연도：2000年

발 행 처：江苏省档案局;江苏省档案学会

쪽 수：22～25쪽

차 례：

从一份档案文件谈起

南京“慰安妇”制度的由来

日军慰安所的途径

通过汉奸建立公开的慰安所

日军对方南京慰安所的管理

慰安妇的血泪与白骨冤魂

논 문 명：日寇铁蹄下汉口的日本陆军慰安所

저 자：房建昌

게 재 지：武汉文史资料 2000年 4期

발행연도：2000年

발 행 처：武汉市政协文史学习委员会

쪽 수：37～41쪽

차 례：없음

논 문 명：慰安妇问题与日本的战争责任认识

저 자：步平



616 한일 역사현안 관련 일본군 ‘위안부’ 연구논저 목록․하

게 재 지：抗日战争研究 2000年 2期

발행연도：2000年

발 행 처：中国社会科学院近代史所 : 中国抗日战争史学会

쪽 수：160～180쪽

차 례：

一. 慰安妇问题在战后被重新提出的历史背景

二. 慰安妇在日本提出的诉讼

三. 慰安妇问题与日本的战争责任认识

四. 关于研究慰安妇问题的思考

논 문 명：香港日军慰安所调查记

저 자：苏智良

게 재 지：探索与争鸣 2000年 2期

발행연도：2000年

발 행 처：上海社会科学界联合会

쪽 수：44～48쪽

차 례：

  “日军们大吃大喝, 狂歌醉舞, 喝得醉醺醺的日兵, 抢劫, 强奸和杀人, 到处都听到女人们的哭叫声, 有人

敲击面盆求救”

  为了强征慰安妇, 尽快在香港设立慰安区, 江口上校通过港英政府副医务总监华伦天医生穿针引线, 到养

和医院会晤了香港名流, 该院院长李树芬

  在日军占领香港初期, 各兵种的日军总人数达2 万人. 为了激励驻香港日军的斗志, 日军总督矶谷廉介

决定建立大规模的军事红灯区

  骆克道的慰安所只是供普通士兵泄欲的场所, 而为日军高级军官设立的慰安所, 则陈设较为豪华, 其中最

出名的是位于港岛半山区的“千岁馆”

  花园道上的圣约翰座堂, 是老牌的英国人教堂, 每逢英国国家性节日, 典礼多在这里举行. 但日军占领香

港后, 座堂即被视为敌产而遭接收. 日军实际上并不需要教堂, 他们竟将教堂改作了变相慰安所的军人俱乐

部

  香港作家秋子在≪慰安阿婶≫一文中回忆道 : “说起‘慰安妇’, 想到日治时期邻居有个‘慰安阿婶’. ”当时

12 岁的秋子只记得“日军整日在阿婶的小屋出出入入, 还不知道真正的‘慰安’工作是甚么也”
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논 문 명：现代军事性奴隶：日本慰安妇制度散论

저 자：苏智良

게 재 지：学术月刊 2000年第 8期

발행연도：2000年

발 행 처：上海市社会科学界联合会

쪽 수：90～99쪽

차 례：

揭开“慰安妇”制度的真相

日本政府慰安妇问题的立场

对日本右翼谬论的批判

日本国家的法律责任

战后国际社会对日本“慰安妇”犯罪的认定

논 문 명：论南京大屠杀中的性暴力问题

저 자：孙宅巍

게 재 지：民国档案 2000年 4期

발행연도：2000年

발 행 처：中国第二历史档案馆

쪽 수：91～96쪽

차 례：

一. “南京大屠杀”是一个特定的综合暴行概念

二. 性暴力在南京大屠杀暴行中占有重要位置

三. 南京大屠杀中型暴力的特点

特点之一：性暴力的普遍性

特点之二：性暴力的野蛮性

特点之三：性暴力的官方性

논 문 명：近年来抗日战争史研究综述

저 자：杨青
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게 재 지：教学与研究 2000年 9期

발행연도：2000年

발 행 처：中国人民大学

쪽 수：65～70쪽

차 례：

(一) 抗日战争的起点及阶段的划分

(二) 战争中的国共合作问题

(三) 正面战场与敌后战场的关系

(四) 抗战期间中国的经济

(五) 抗战期间中国的文化和教育

(六) 日本侵华罪行及对日本右翼失势力的批判

논 문 명：女性的隐遁与重现 － 从≪我在霞村的时候≫到≪现在≫

저 자：王琳

게 재 지：当代文坛 2000年 1期

발행연도：2000年

발 행 처：四川省作家协会

쪽 수：51～53쪽

차 례：

一.

二.

三.

논 문 명：寻访“海乃家”

저 자：李凯琦

게 재 지：档案与史学 2000年 1期

발행연도：2000年

발 행 처：上海市档案馆

쪽 수：63～64쪽
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차 례：없음

논 문 명：侵华日军暴行概说

저 자：张承钧

게 재 지：海内与海外 2000年 8期

발행연도：2000年

발 행 처：中华全国归国侨华侨联合会(中国侨联)

쪽 수：8～10쪽

차 례：없음

논 문 명：南京下关区侵华日军慰安所的调查报告

저 자：张连红, 李广廉

게 재 지：南京师大学报(社会科学版) 2000年第6期

발행연도：2000年

발 행 처：南京师范大学

쪽 수：136～140쪽

차 례：

一.

(一) 下关区的历史背景

(二) 受调查者的相关资料

二.

(一) 华月楼慰安所

(二) 铁路桥慰安所

三．

논 문 명：近几年来国内南京大屠杀研究综述

저 자：张连红, 许书宏

게 재 지：江海学刊 2000年 5期
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발행연도：2000年

발 행 처：江苏省社会科学院

쪽 수：129～135쪽

차 례：

一.

二.

(一) 关于南京大屠杀中死亡人数问题的研究

(二) 日军南京大屠杀的原因及其暴行心理的研究

(三) 关于南京大屠杀中日军性暴行的研究

(四) 关于南京国际安全区的研究

(五) 关于“东史郎诉讼案”问题的研究

三．

논 문 명：中国“慰安妇”问题国际学术研讨会综述

저 자：陈丽菲, 苏智良

게 재 지：抗日战争研究 2000年第 2期

발행연도：2000年

발 행 처：中国社会科学院近代史所：中国抗日战争史学会

쪽 수：235～248쪽

차 례：

一. 慰安妇问题的研究

(一) “慰安妇”制度的性质

(二) 日军在中国推行慰安妇制度的过程

(三) 日军在亚洲各地实施慰安妇制度的概况

二. 南京大屠杀等其他暴行

三. 日军的战争责任和赔偿问题

(一) 日军的战争责任及其认识

(二) 目前正在进行的受害者的赔偿诉讼

(三) 追究日本国家战争责任的法律问题

(四) 关于2000年东京国际女性战犯法庭
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논 문 명：慰安妇幸存者的血泪控诉

저 자：秦维宪

게 재 지：炎黄春秋 2000年 12期

발행연도：2000年

발 행 처：炎黄文化研究会

쪽 수：45～48쪽

차 례：

学者出发伸张正义的吼声

慰安妇高呼打倒日本鬼子

논 문 명：江湾万安路 － 日军的行乐“花街”

저 자：胡海英

게 재 지：档案与史学 2000年 1期

발행연도：2000年

발 행 처：上海市档案馆

쪽 수：65～66쪽

차 례：없음

논 문 명：大一沙龙

저 자：侯桂芳

게 재 지：档案与史学 2000年 1期

발행연도：2000年

발 행 처：上海市档案馆

쪽 수：66～67쪽

차 례：없음
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논 문 명：“日本侵华史与教科书修订问题研讨会”综述

저 자：欧阳烈丹

게 재 지：抗日战争研究 2001年 1期

발행연도：2001年

발 행 처：中国社会科学院近代史所：中国抗日战争史学会

쪽 수：220～224쪽

차 례：

一. 教科书修订与日本右翼势力问题

二. 中国历史学者应该坚持的立场

三. 对日本侵略掠夺暴行的实证性研究的重要性

논 문 명：2000年东京女性国际战犯法庭纪实

저 자：苏智良

게 재 지：抗日战争研究 2001年 1期

발행연도：2001年

발 행 처：中国社会科学院近代史所; 中国抗日战争史学会

쪽 수：225～233쪽

차 례：

东京大审的催动

跨越国际的起诉

正义的判决

孽债必须清算

논 문 명：評大沼保昭的≪從東京審判到戰後責任思想≫

저 자：宋志勇

게 재 지：二十一世紀

발행연도：2001年 4月

발 행 처：香港：香港中文大學, 中國文化硏究所
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쪽 수：144～148쪽

차 례：

一. 東京審判與戰後責任

二. 關於戰爭責任論和戰後責任論的思想

三. 關於戰爭賠償及補償問題

四. 歷史敎科書問題

五. 薩哈林朝鮮人問題和補償慰安婦

논 문 명：歷史擂臺 熱烈迴響 － 國立三重商工班級讀書會成果發表

저 자：喻蓉蓉

게 재 지：歷史月刊

발행연도：2001年 4月

발 행 처：臺北：歷史月刊雜誌社

쪽 수：58～66쪽

차 례：

慰安婦悲歌

民間東京大審

慰安婦源起

成立慰安所

戰後調査

義助慰安婦

原住民神話

賽夏族

泰雅族

活化的歷史敎學

논 문 명：金美齡挺身慰安皇軍

저 자：劉添財

게 재 지：海峽評論
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발행연도：2001年 4月

발 행 처：台北：海峽評論雜誌社

쪽 수：3쪽

차 례：없음

논 문 명：｢我恨日本人!｣ － 山西 ｢慰安婦｣的心聲

저 자：劉孝春

게 재 지：海峽評論

발행연도：2001年 5月

발 행 처：台北：海峽評論雜誌社

쪽 수：5쪽

차 례：없음

논 문 명：风潮下的暗流

저 자：陆可光

게 재 지：读书 2001年 7期

발행연도：2001年

발 행 처：生活读书新知三联书店

쪽 수：68～71쪽

차 례：없음

논 문 명：竹東慰安婦真象 － 慰安婦面面觀

저 자：林柏燕

게 재 지：新竹文獻

발행연도：2001年 3月
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발 행 처：新竹：新竹縣文献委員會

쪽 수：92～108쪽

차 례：없음

논 문 명：试析冷战后日本右翼势力的发展及其存在根源

저 자：张艳茹

게 재 지：张家口师专学报 2001年 1期

발행연도：2001年

발 행 처：河北北方学院

쪽 수：50～55쪽

차 례：없음

논 문 명：日本侵华掠夺的物证

저 자：张新知, 王学文

게 재 지：文史精华 134期

발행연도：2001年

발 행 처：河北省政协文史资料委员会

쪽 수：52～60쪽

차 례：

一. 没有发行保证的征用性军票

(一) 中日甲午战争时期的军票

(二) 日俄战争时期的军票

(三) 日德战争时期的军票

(四) 远征西伯利亚时期的军票

(五) 全面侵华战争时期的军票

1. 甲号军票

2. 乙号军票

3. 丙号军票



626 한일 역사현안 관련 일본군 ‘위안부’ 연구논저 목록․하

4. 丁号军票

5. 戊号军票

6. 号外军票

(六) 太平洋战争时期的军票

二. 擅自发行的各种掠夺性银行券

(一) 横滨正金银行券

(二) 日本银行券

(三) 朝鲜银行券

(四) 台湾银行券

(五) 中华汇业银行券

三. 各自繁多各种强制性债券

(一) 以“大日帝国政府”名义发行的债券

(二) 以“日本劝业银行” 名义发行的债券

(三) 以伪满洲国或伪银行 名义发行的债券

四. 无限制发行的各种殖民性伪币

(一) 伪满洲中央银行币

(二) 为冀东银行币

(三) 伪察南银行币

(四) 伪蒙疆银行币

(五) 伪中国联合准备银行币

(一) 伪华兴商业银行币

(一) 伪中央储备银行币

(一) 伪厦门劝业银行币

五. 炫耀和美化侵略的各种纪念币

논 문 명：歷史, 是不應該被扭曲的 － 談日本殖民地與慰安婦問題

저 자：丁果

게 재 지：歷史月刊

발행연도：2001年 6月

발 행 처：臺北：歷史月刊雜誌社

쪽 수：118～123쪽

차 례：
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日本對台的植民統治

植民主義下的慰安婦問題

논 문 명：对残留日军慰安所史料的考订

저 자：赵永强

게 재 지：山西档案 2001年 5期

발행연도：2001年

발 행 처：山西省档案局;山西省档案学会

쪽 수：39～40쪽

차 례：

一. 对成文时与责任者的判定

二. 关于正文的说明

三. 这一史料发现之意义

논 문 명：世纪末东京大审判纪实 － 女性国际战犯法庭侧记

저 자：朱成山

게 재 지：百年潮 2001年 3期

발행연도：2001年

발 행 처：中国中共党史学会

쪽 수：4～12쪽

차 례：

“国际实行委员会”筹备三年

中国大陆原告团的组成

开庭前慰安妇们东京败诉

催人泪下的”前夜祭

东京大审判庄严开庭

中国受害妇女东京血泪大控诉

跨越国际的“大起诉”

日本政府媒体的冷漠及右翼势力的骚扰
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正义的判决和东京大游行

法庭仍未结束

논 문 명：东南亚国家的慰安妇问题与日本的战争责任 

저 자：朱和双

게 재 지：东南亚 2001年 3期

발행연도：2001年

발 행 처：云南省社会科学院东南亚研究所

쪽 수：31～36쪽

차 례：

(一)

(二)

논 문 명：日军侵华期间强征中国慰安妇问题

저 자：陈景彦

게 재 지：东北亚论坛 2001年 3期

발행연도：2001年

발 행 처：吉林大学

쪽 수：60～64쪽

차 례：

一. 慰安妇的称谓与性质

二. 日军强征慰安妇的动机与目的

三. 慰安妇的人数问题

四. 中国慰安妇受害程度最深, 最严重

논 문 명：一年来抗日战争研究述评

저 자：편집부
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게 재 지：抗日战争研究 2001年 1期

발행연도：2001年

발 행 처：中国社会科学院近代史所;中国抗日战争史学会

쪽 수：234～253쪽

차 례：

一. 日军罪行与战争遗留问题

(一) 先说第一个问题

1. 南京大屠杀研究

2. “慰安妇”研究

3. 劳工研究

4. 细菌战研究

5. 化学战研究

6. 战争损失研究

(二) 再说第二个问题

1. 历史观研究

2. 战争责任研究

二. 中国抗战各问题.

(一) 军事研究

(二) 经济研究

(三) 外交研究 

(四) 社会研究

(五) 人物研究

논 문 명：我不要當慰安婦

저 자：包不同

게 재 지：商業新聞周刊

발행연도：2001年 3月 7日～13日

발 행 처：미상

쪽 수：116쪽

차 례：없음
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논 문 명：寻访东宁要塞群里的慰安妇

저 자：韩茂才

게 재 지：黑龙江档案 2001年 4期

발행연도：2001年

발 행 처：黑龙江省档案局

쪽 수：미상

차 례：

昔日慰安妇 埋在心底的血于泪

(이하 미상)

논 문 명：刺刀下的兽行 － 日军强迫妇女充当“慰安妇”罪行录

저 자：미상

게 재 지：下一代 2001年 2期

발행연도：2001年

발 행 처：辽宁延安文艺学会

쪽 수：80～93쪽

차 례：

什么是“慰安妇”, “慰安所”

血泪控诉

控告与索赔

“世纪末大审判”

논 문 명：历史岂容肆意颠倒 － 日本2002年“新历史教科书”评析

저 자：刘丹忱

게 재 지：河北师范大学学报(哲学社会科学版) 2002年 6期

발행연도：2002年

발 행 처：河北师范大学

쪽 수：107～110쪽
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차 례：

一. 问题的来龙去脉

二. 歪曲纂改的实例

(一) 日本国家的性质问题

(二) 日本发动侵华战争问题

(三) 日军在华的血腥暴行

(四) 关于“慰安妇”问题

(五) 细菌战与化学战

(六) 关于太平洋战争和“大东亚共荣圈”

三. 两面镜子的对照

논 문 명：日军侵占太原时的慰安妇与殡仪馆

저 자：刘展

게 재 지：文史月刊 2002年 1期

발행연도：2002年

발 행 처：山西省政协文史资料委员会

쪽 수：53쪽

차 례：없음

논 문 명：慰安婦的苦難與平反

저 자：王清峰

게 재 지：講義

발행연도：2002年 6月

발 행 처：미상

쪽 수：70～73쪽

차 례：없음

논 문 명：抗战时期日军暴行的文化分析
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저 자：郑忠, 高萍萍

게 재 지：徐州师范大学学报(哲学社会科学版) 第28卷 第3期

발행연도：2002年

발 행 처：徐州师范大学

쪽 수：132～136쪽

차 례：

一.

性暴行

细菌战罪行

毒气战罪行

残害劳工

二.

(一) 从文化心理学角度的诠释

(二) 从人类文化学角度的分析

(三) 从宗教文化学角度的考察

三.

논 문 명：1939～1945日佔海南下的皇軍｢慰安婦｣
저 자：朱德蘭

게 재 지：國立中央大學人文學報

발행연도：2002年 6月

발 행 처：中壢：國立中央大學

쪽 수：159～207쪽

차 례：

前言

壹, 日軍發動侵華戰爭的目的

貳, 日軍攻佔海南島

參, 日本郡政統治海南島

肆, 日軍全面統制海南島經濟

伍, 皇軍的慰安婦

口述一：林亞金訪問紀錄
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口述二：譚亞洞訪問紀錄

口述三：鄧玉民訪問紀錄

結論

附錄表圖

논 문 명：“魏特琳的叩问” － 评≪侵略战争与性暴力≫

저 자：陈丽菲

게 재 지：抗日战争研究 2002年 4期

발행연도：2002年

발 행 처：中国社会科学院近代史所 : 中国抗日战争史学会

쪽 수：194～198쪽

차 례：없음

논 문 명：2001年台湾文学景象

저 자：许俊雅

게 재 지：当代作家评论 2002年 2期

발행연도：2002年

발 행 처：辽宁省作家协会

쪽 수：87～91쪽

차 례：

书市风向球, 准吗?

灾变文学说, 我来了

作家的衣橱

饮食, 旅游文学持续风行不坠

选与未选的几篇作品

结语

논 문 명：抗战时期日军对滇西妇女的性暴行初探
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저 자：李金莲

게 재 지：楚雄师范学院学报 第18卷第一期

발행연도：2003年

발 행 처：楚雄师范学院

쪽 수：62～65쪽

차 례：

一. 日军在滇西地区肆意奸杀各族妇女

二. 日军在腾龙边区淫虐抢残郎家妇女

三. 日军掳掠沦陷区各族妇女充当慰安妇

논 문 명：二战时期东南亚战场上的日军慰安妇

저 자：朱和双, 李金莲

게 재 지：学术论坛 2003年 2期

발행연도：2003年

발 행 처：广西社会科学院

쪽 수：97～103쪽

차 례：

(一)

(二)

(三)

논 문 명：“日本侵略亚洲战争责任问题国际学术讨论会”综述

저 자：陈丽菲, 苏智良

게 재 지：抗日战争研究 2003年 4期

발행연도：2003年

발 행 처：中国社会科学院近代史所;中国抗日战争史学会

쪽 수：225～231쪽

차 례：
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一. 关于“慰安妇”问题

二. 关于生化武器问题

三. 关于劳工问题

四. 关于民间赔偿问题

五. 关于历史教育问题

논 문 명：侵华日军华中“慰安妇”罪行新证

저 자：陈正卿

게 재 지：档案与史学 2003年 1期

발행연도：2003年

발 행 처：上海市档案馆

쪽 수：39～46쪽

차 례：

前言

一. 该“人名录”中直接以”慰安所”, “军慰安所” 名义收录的慰安所

1. 上海

(1) 据第32 版载有

(2) 据第33 版载有新增单位

2. 江苏

(1) 据第32 版载有

(2) 在第33 版中未有新的补充

3. 浙江

(1) 据第32 版载有

(2) 据第33 版载有

4. 江西

(1) 据第32 版载有

(2) 在第33 版中上表内慰安所又继续收入, 但无新的发现

5. 湖北

(1) 据第32 版载有

6. 河南

(1) 据第32 版载有

(2) 第33 版中
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7. 安徽

(1) 据第32 版载有

(2) 第33 版中未有新的发现

二. 该”人名录”中以”军俱乐部”, “特殊料理店” 等名义出现的慰安所

1. 上海

(1) 据第32 版载有

(2) 据第33 版

2. 江苏

(1) 据第32 版载有

(2) 据第33 版载有

3. 浙江

(1) 据第32 版载有

(2) 据第33 版载有

4. 江西

(1) 据第32 版载有

(2) 第33 版中未有新的发现

5. 安徽

(1) 据第32 版载有

(2) 第33 版中没有新的记载

6. 湖北

(1) 据第3 2 版载有

(2) 第33 版中未有新的记载

结语

논 문 명：侵华日军东宁要塞群中国劳工, 慰安妇调查报告

저 자：黑龙江大学历史文化旅游学院课题组

게 재 지：黑龙江省社会主义学院学报 2003年 2期

발행연도：2003年

발 행 처：黑龙江社会主义学院

쪽 수：68～69쪽

차 례：

一

二
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三

논 문 명：南京利济巷2号 － 侵华日军慰安所遗址考证

저 자：经盛鸿

게 재 지：档案与建设 2004年 8期

발행연도：2004年

발 행 처：江苏省档案局 : 江苏省档案学会

쪽 수：35～39쪽

차 례：

找到慰安妇活人争

罪恶的慰安妇制度

慰安妇典型 － 朴永心

朴永心怎样被发现

为朴永心南京寻证

朴永心确认慰安所旧址

논 문 명：侵华日军南京慰安所调查与研究

저 자：经盛鸿, 管尔东

게 재 지：南京社会科学 2004年 12期

발행연도：2004年

발 행 처：南京市社会科学界联合会; 中共南京市委党校;南京日报社

쪽 수：33～39쪽

차 례：

一. 南京日军“慰安妇”制度的由来

二. 日军在南京设立慰安所的主要途径

三. 南京慰安妇的血泪

논 문 명：日本战争赔偿与美国的责任
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저 자：乔林生

게 재 지：日本问题研究 2004年 2期

발행연도：2004年

발 행 처：河北大学

쪽 수：55～59쪽

차 례：

一. 美国对日本战争赔偿政策的嬗变

(一) 从1945年 8月二战结束至1946年底, 即冷战开始前, 主要是以“鲍菜报告”为政策内容的惩罪行赔

偿阶段

(二) 从1947年初到1949年5月, 以“斯特赖克报告”, “约翰斯顿报告”与凯南的≪关于美国对日政策的建

议≫等为代表, 美国根据全球冷战战略及东亚国际形势的变化, 逐步削减日本的赔偿, 甚至放弃

赔偿

(三) 从1949年下半年到1951年9月, 美国积极推动对日片面媾和, 最终签署≪旧金山和约≫,  确定了

象征性的劳务赔偿

二. 美国对日本战争赔偿政策的评价

논 문 명：日本军队的毒气战与美国 － 美国国家档案馆资料调查

저 자：吉见义明, 步平

게 재 지：抗日战争研究 2004年 1期

발행연도：2004年

발 행 처：中国社会科学院近代史所;中国抗日战争史学会

쪽 수：96～112쪽

차 례：

一. 1942年美国总统发表声明的原委

(一) 日美开战前的情况

(二) 日美开战后的情况

二. 日军在中国使用毒气的情报

(一) 在山西省使用的情报

(二) 到1943年3月的使用毒气战例

(三) 在常德作战中使用毒气的情报

(四) 河南霸王城附近的用毒计划
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三. 日军在东南亚`太平洋地区使用毒气的资料

(一) 使用的战例

马来

缅甸

西南太平洋

(二) 日本关于不使用毒气的表态

(三) 在比阿克乌的使用

四. 海军制造的手投毒气瓶

五. 德国的毒气战政策

附记

논 문 명：保留侵华日军慰安所遗址的历史意义

저 자：吕春华, 盛志伟

게 재 지：江苏地方志 2004年 5期

발행연도：2004年

발 행 처：江苏省地方志编纂委员会办公室

쪽 수：49쪽

차 례：없음

논 문 명：誰來為臺籍慰安婦阿嬤請命

저 자：劉蓮弟

게 재 지：海峽評論

발행연도：2002年 12月

발 행 처：台北：海峽評論雜誌社

쪽 수：6～7쪽

차 례：없음
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논 문 명：日本学术界“慰安妇问题”研究述论

저 자：潘德昌

게 재 지：社会科学辑刊 2004年 4期

발행연도：2004年

발 행 처： 辽宁省社会科学院

쪽 수：112～117쪽

차 례：

(一) 关于“慰安妇”制度的问题

1. 有无“慰安妇制度”问题

2. 日军设立“慰安妇制度”的动机和目的

3. 人种歧视和阶级歧视问题

(二) 强制的内容

(三) 慰安所内的强制问题

(四) 公娼制度和“慰安妇制度”的关系问题

(五) 招募时的强制

1. 在朝鲜, 中国台湾地区的征用

2. 在中国大陆, 东南亚, 太平洋地区的征用

(六) 公娼制, 买淫问题

논 문 명：论题：关于日本侵华战争的遗留问题

저 자：苏智良, 高凡夫

게 재 지：历史教学问题 2004年 3期

발행연도：2004年

발 행 처：华东师范大学

쪽 수：37～47쪽

차 례：

一. 什么是日本侵华战争的遗留问题

二. 关于日本侵华战争的赔偿问题

三. 对日本法庭根据的批驳
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논 문 명：日本慰安妇制度的起源

저 자：田中良

역 자：张涛

게 재 지：池州师专学报 第18卷 第5期

발행연도：2004年

발 행 처：池州学院

쪽 수：133～136쪽

차 례：

一. 慰安所的初步建立

二. “南京强奸事件”后慰安所的迅增加

三. 结语

논 문 명：五年来日军侵华暴行热点研究述略

저 자：陈建成

게 재 지：首都师范大学学报(社会科学版) 2004年 3期

발행연도：2004年

발 행 처：首都师范大学

쪽 수：163～168쪽

차 례：

一. 南京大屠杀研究

二. “慰安妇”研究

三. 细菌战, 毒气战研究

四. 战时劳工研究

논 문 명：“慰安妇”：这一页屈辱黑暗的历史 － 日军在华北实施“慰安妇”制度罪行史

证

저 자：晓苏

게 재 지：档案天地 2004年 2期
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발행연도：2004年

발 행 처：河北省档案局

쪽 수：1, 4～9쪽

차 례：

一. 区村宁次授意大量设置慰安所

二. 名目繁多的日军慰安所

(1) 济南日军”星俱乐部”

(2) 山西省阳曲县南温川慰安所

三. “征集”慰安妇的真实内幕

四. 慰安所里的地狱生活

논 문 명：南京的“慰安所”与“慰安妇”

저 자：经盛鸿, 王冠保

게 재 지：钟山风雨 2005年 2期

발행연도：2005年

발 행 처：江苏省政协文史委员会

쪽 수：20～24쪽

차 례：

南京日军“慰安妇”制度的由来

日军在南京慰安所的主要途径

南京慰安妇的血泪

논 문 명：对南京侵华日军慰安所的最新调查

저 자：经盛鸿, 钱春霞

게 재 지：江苏地方志 2005年 4期

발행연도：2005年

발 행 처：江苏省地方志编纂委员会办公室

쪽 수：17～20쪽

차 례：
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日军侵占南京初期, 个部队奉命自行设立的临时慰安所

由中国的地痞流氓与伪政权设立的慰安所

日本军部直接开办或委托日妓娼业主设立的慰安所

南京慰安妇的血泪.

논 문 명：日本社会传统与日军慰安妇制度

저 자：高凡夫

게 재 지：学海 2005年 3期

발행연도：2005年

발 행 처：江苏省社会科学院

쪽 수：58～61쪽

차 례：

问题的提出 

日本社会传统与慰安妇制度的建立

日本人的观念

日本是典型的男权主义国家,男性在社会中处于绝对支配地位,他们养成了随便和放纵的性生活习惯

男性生殖崇拜,使男性性生活更具优越感

日本民族独特的文化特征和民族心理

日本军人对性生活的迷信心理

日本女性客观上的支持

长期的历史渊源

几点认识

논 문 명：｢消失到再現｣：跨疆越界串連的 ｢慰安婦｣議題 

저 자：董思齊

게 재 지：日本綜合情報

발행연도：2005年 2月

발 행 처：미상

쪽 수：57～65쪽

차 례：없음
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논 문 명：抗日战争时期的山西妇女

저 자：刘晓丽

게 재 지：长治学院学报 第22卷 第3期

발행연도：2005年

발 행 처：晋东南师范专科学校

쪽 수：57～61쪽

차 례：

一.

诞生于民族危难之时

是优秀的知识女性汇集的群体

成长了的女兵充分发挥了她们作为妇女抗日先锋队的作用

二.

三.

논 문 명：臺灣慰安婦60：｢生命, 韌性｣影像展

저 자：미상

게 재 지：張老師月刊

발행연도：2005年 8月

발 행 처：台北市：張老師月刊雜誌社

쪽 수：8～9쪽

차 례：없음

논 문 명：上海日军慰安所探秘

저 자：苏智良

게 재 지：检察风云 2005年 12期

발행연도：2005年

발 행 처：上海市人民检察院; 中国检察出版社

쪽 수：66～68쪽
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차 례：

日军慰安所的出现

日军慰安所的延续

日军慰安所的扩展

上海日军慰安所之类型

上海日军“慰安妇”的来源

“慰安妇”制度的实质

논 문 명：生命, 韌性 － ｢慰安婦｣影像展座談會

저 자：王浩威 主持

게 재 지：當代

발행연도：2005年 9月

발 행 처：臺北：合志文化公社

쪽 수：112～127쪽

차 례：없음

논 문 명：新发现的日军在华北设置慰安所的罪证

저 자：田苏苏

게 재 지：档案天地 2005年 1期

발행연도：2005年

발 행 처：河北省档案局

쪽 수：14～18쪽

차 례：

一. 关于募集慰安妇来华北和在华北设置慰安所

二. 日军战犯关于华北设置慰安所的供词

1. ≪侦讯广濑三郎的总结意见书≫

2. 铃木启久口供交代

3. 住冈义一供认

4. 中村五郎供认
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5. 冈田新吾供认

6. 中村三郎供认

7. 石田菊寿供认

三. 关于强征华北妇女的情况

四. 关于对华北妇女实施性奴役的纪录

논 문 명：日军慰安妇政策在华北地区的实施

저 자：田苏苏

게 재 지：抗日战争研究 2005年 2期

발행연도：2005年

발 행 처：中国社会科学院近代史所：中国抗日战争史学会

쪽 수：166～188쪽

차 례：

一. 日军在华北地区慰安所的分布

二. 日军在华北地区慰安所的形态和特点

(一) 大中城市和日军控制的中心城镇里的慰安所

(二) 日军在前线据点附近设置的慰安所

(三) 日军据点里的“慰安室”和临时慰安所

(四) 前线地区的巡回慰安妇

三. 日军强掳妇女充当慰安妇的卑劣手段

논 문 명：太平洋戰爭與臺灣原住民 ｢慰安婦｣(1941～1945)

저 자：朱德蘭

게 재 지：近代中國 163期

발행연도：2005年 12月

발 행 처：臺北：近代中國雜誌社

쪽 수：53～70쪽

차 례：

前言

一. 臺灣軍參與中日戰爭及太平洋戰爭



Ⅲ. 중 국 647

(一) 臺灣軍參與中日戰爭

(二) 臺灣軍參與太平洋戰爭

二. 臺灣總督府對太平洋戰爭的協力作用

(一) 臺灣總督府對海外占領區的協力作用

(二) 臺灣總督府對島內日軍的協力作用

三. 臺灣原住民｢慰安婦｣的歷史傷痕

(一) 臺灣原住民｢慰安婦｣調査與分析

(二) 臺灣原住民｢慰安婦｣個案

結論

논 문 명：论日本传统意识与侵略战争的关系

저 자：陈橹

게 재 지：湖北社会科学 2005年 10期

발행연도：2005年

발 행 처：湖北省社会科学联合会 : 湖北省社会科学院

쪽 수：90～91쪽

차 례：

一. 传统日本人的忠诚报恩观念与皇国意识

二. 忠诚报恩意识在战时的影响

논 문 명：国际法透视下的日军“慰安妇”问题

저 자：陈淑荣

게 재 지：石家庄学院学报 第7卷 第4期

발행연도：2005年

발 행 처：石家庄学院

쪽 수：33～38쪽

차 례：

一. “慰安妇”问题的重新提起

二. 强征“慰安妇”是日本的国际性犯罪
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1. “慰安妇”的征集是在当年日本最高当局和军部的直接策划下的有组织, 有计划的罪行

2. 强征“慰安妇”是日本的国际性犯罪

三. 日本政府必须以国际立场担负起”慰安妇”问题上的责任.

논 문 명：近10年关于日军侵华罪行和遗留问题研究综述

저 자：郭德宏, 陈亚杰

게 재 지：安徽史学 2006年 1期

발행연도：2006年

발 행 처：安徽省社会科学院

쪽 수：116～128쪽

차 례：

一. 综合性的论著

二. 关于南京大屠杀 

三. 关于细菌战

四. 关于毒气战

五. 关于对老工的掠夺和迫害

六. 关于“慰安妇”问题

七. 关于“集团部落”和“无人区”

八. 关于经济掠夺

九. 关于对文化站电局.

(一) 关于对文物典籍的掠夺

(二) 关于对文化教育的破坏

十. 关于对后方的大轰炸

十一. 关于贩毒和毒化政策

十二. 关于日军的其他罪行

十三. 关于中国的伤亡人数和财产损失

十四. 关于日军暴行产生的原因

十五. 关于战争遗留问题

十六. 关于日军罪行研究存在的问题及进一步解决的建议.

논 문 명：慰安婦事件
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저 자：當代雜誌編輯部

게 재 지：當代

발행연도：2006年 1月

발 행 처：臺北：合志文化公社

쪽 수：134～135쪽

차 례：없음

논 문 명：歷史修正主義與新民族主義：日本修改教科書爭議的政治效應

저 자：羅志平

게 재 지：問題與研究

발행연도：2006年 1～2月

발 행 처：台北：國際關係硏究所

쪽 수：81～106쪽

차 례：없음

논 문 명：血泪“慰安妇”的来龙去脉

저 자：叔弓

게 재 지：纵横 2006年 11期

발행연도：2006年

발 행 처：中国文史出版社

쪽 수：50～52쪽

차 례：

始自于九一八, 广施于南京大屠杀

东条英机开道, 裕仁加贴皇封

超及“兽类集团” 开动“野兽机器”

논 문 명：≪泥岸≫ － 中国的≪望乡≫
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저 자：王碧清

게 재 지：南京广播电视大学学报 44期

발행연도：2006年

발 행 처：南京广播电视大学学报

쪽 수：34～41쪽

차 례：

一. 省三和 ≪泥岸≫

二. ≪泥岸≫中的当代官场人物形象

(一) 水投鞭：一个资料权重, 精于权术

(二) 郭金鼎：一个解放前的地下革命者, 解放后的地方干部的另类

(三) 郭维屏：一个善于钻营官场, 最终失去党性和起码人性的行政客

(四) 虞本西：一个钻营于官场的失意小政客

(五) 省城官场上的其他人物

논 문 명：平民化战争研究的启示

저 자：李小江

게 재 지：读书 2006年 10期

발행연도：2006年

발 행 처：生活读书新知三联书店

쪽 수：47～55쪽

차 례：없음

논 문 명：“大一沙龙”：第一个日军“慰安所”

저 자：陈丽菲, 苏智良

게 재 지：史林 2006年 1期

발행연도：2006年

발 행 처：上海社会科学院历史研究所

쪽 수：76～79쪽

차 례：
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“大一沙龙”的由来

“大一”海军“慰安所”的内幕

中日证人的回忆

遗址能否保存.

논 문 명：面对战争罪恶时的生命抉择 － 评话剧≪沦陷≫

저 자：贾冀川

게 재 지：四川戏剧 2007年 3期

발행연도：2007年

발 행 처：四川省川剧艺术研究院

쪽 수：28～29쪽

차 례：

一

二

三

四．

논 문 명：困扰中日关系的历史问题 － 以“慰安妇”为例

저 자：江文君, 苏智良

게 재 지：甘肃社会科学 2007年 3期

발행연도：2007年

발 행 처：甘肃社会科学院

쪽 수：119～123쪽

차 례：

一. “慰安妇”问题缘起

二. 日本政府的态度和反应

三. 中国 “慰安妇”的受害者在日本的诉讼

四. 国际社会日益注 “慰安妇”问题



652 한일 역사현안 관련 일본군 ‘위안부’ 연구논저 목록․하

논 문 명：对南京原日军慰安所的最新调查报告

저 자：经盛鸿

게 재 지：社会科学战线 2007年 3期

발행연도：2007年

발 행 처：吉林省社会科学院

쪽 수：138～155쪽

차 례：

一. 南京日军 “慰安妇”制度的由来

二. 日军在南京设立慰安所的主要途径

三. 日军方对南京慰安所的管理

四. 南京慰安妇的血泪

五. 南京 “慰安所” 直到日本投降后才被查封

논 문 명：慰安妇血铸的史实 － 对南京侵华日军慰安所的调查

저 자：经盛鸿

게 재 지：南京师大学报(社会科学版) 2007年 1期

발행연도：2007年

발 행 처：南京师范大学

쪽 수：108～114쪽

차 례：

一. 日军在攻占南京初期自行设立临时慰安所

二. 由中国的地痞流氓与伪政权设立慰安所

三. 日军部直接开办或委托日侨 娼业主设立慰安所

四. 日军对南京慰安妇的 “管理”与摧残

논 문 명：南京慰安妇的血泪 － 对南京侵华日军慰安所的最新调查报告

저 자：经盛鸿, 王丽娜, 曹燕

게 재 지：百年潮 2007年 5期

발행연도：2007年
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발 행 처：中国中共党史学会

쪽 수：54～59쪽

차 례：

日军攻占南京初期, 各部队奉命自行设立临时慰安所

由中国的地痞流氓与伪政权设立慰安所

日军部直接开办或委托日侨娼业主设立慰安所

日本军方对南京慰安妇的 “管理”与摧残

논 문 명：日本應有勇氣承擔民族道德責任 ― 從安倍的慰安婦講話說起

저 자：邱震海

게 재 지：明報月刊

발행연도：2007年 4月

발 행 처：香港：明報雜誌有限公司

쪽 수：68～69쪽

차 례：없음

논 문 명：九旬“慰安妇”活证人白蒲取证

저 자：鞠九江

게 재 지：福建党史月刊 2007年 12期

발행연도：2007年

발 행 처：中共福建省委党史研究室

쪽 수：미상

차 례：없음

논 문 명：“慰安妇”, 不能忘却的记忆

저 자：段廷志

게 재 지：时事报告 2007年 8期
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발행연도：2007年

발 행 처：中央宣传部

쪽 수：48～51쪽

차 례：

女性史上最黑暗的一页

国际社会的道义包围战

弄巧成拙挑衅宣传

논 문 명：对抗遗忘 － 写在抗日战争爆发70周年之际

저 자：方毓强

게 재 지：上海采风 2007年 8期

발행연도：2007年

발 행 처：上海市文学艺术界联合会

쪽 수：76～77쪽

차 례：

≪夜来香≫ 与李兰香

遗望是无知的开始

一则真实的笑话

打抱不平的美国人

논 문 명：武汉沦陷时期的慰安所与杀人场

저 자：徐明庭

게 재 지：武汉文史资料 2007年 11期

발행연도：2007年

발 행 처：武汉市政协文史学习委员会

쪽 수：17～18쪽

차 례：없음
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논 문 명：突破思维的定势,跨越时空的警思 － 评省三的长篇小说≪泥岸≫

저 자：王碧清, 郭廼亮, 傅景贤

게 재 지：广播电视大学学报(哲学社会科学版) 142期

발행연도：2007年

발 행 처：中央广播电视大学委托内蒙古广播电视大学主办

쪽 수：116～118쪽

차 례：

一. ≪泥岸≫一部令人心碎的历史悲剧

民族的悲剧

社会的悲剧

性格的悲剧

命运的悲剧

二．≪泥岸≫画皮画骨, 入木三分官场众生相

情人水投鞭：一个资深权重, 精于权术, 重情好色, “半生叱咤风云”的老干部

丈夫郭金鼎：一个解放前的地下革命者, 解放后的地方干部的另类

儿子郭维屏：一个善于钻营官场, 最终失去党性和起码人性的新政客

논 문 명：不容抹杀的历史：日军性奴隶制度

저 자：尹美香

역 자：崔强

게 재 지：当代韩国 2007年 3期

발행연도：2007年

발 행 처：社科文献出版社

쪽 수：59～64쪽

차 례：

一. 日军 “慰安妇”, 日军性奴隶制度

二. 成立韩国挺身队问题对策协议会与日军“慰安妇”受害者的公开证言

三. 光复后受害者的生活以及挺队协对受害者的福利事业

四. 解决日军”慰安妇”问题, 每周星期三开展定期示威活动

五. 联合国等国际机构为解决日军”慰安妇”问题做出的努力

六. 美国众议院总会上正式接受的有关日军”慰安妇”的决议案



656 한일 역사현안 관련 일본군 ‘위안부’ 연구논저 목록․하

七. 日本政府的立场

八. 日军”慰安妇”生存者的居住状况以及我们应该做的工作

논 문 명：朱德蘭, ≪臺灣總督府と慰安婦≫

저 자：伊藤桃子

게 재 지：國立中央大學人文學報

발행연도：2007年 7月

발 행 처：中壢：國立中央大學

쪽 수：299～312쪽

차 례：없음

논 문 명：美 ｢慰安婦｣決議案令日本右翼恨之入骨

저 자：李中邦

게 재 지：海峽評論

발행연도：2007年 8月

발 행 처：台北：海峽評論雜誌社

쪽 수：40～45쪽

차 례：

右翼亟欲打掉｢河野談話｣
利用台灣獨派辯解

操作｢反日｣, ｢中國背景｣
[慰安婦｣, ｢性奴隸｣黏著日本外交

安倍訪美｢軟功]一度奏效

拖美下水,報紙廣告惹火老美

右翼絶不反省但對美低調

논 문 명：档案记载的“慰安妇”真相

저 자：张新
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게 재 지：档案春秋 2007年 7期

발행연도：2007年

발 행 처：上海市档案馆

쪽 수：10～12쪽

차 례：

档案中的慰安妇史料

慰安妇血泪史

历史不容抹杀欲望却

논 문 명：以≪雾≫为例浅谈叶广芩 “日本系列小说”

저 자：郑尤

게 재 지：边疆经济与文化 2007年 2期

발행연도：2007年

발 행 처：黑龙江边疆经济学会：黑龙江省高师师资培训中心

쪽 수：112～113쪽

차 례：

一. 小说中成功的人物塑造

二. 小说中对国民劣根性的无情批判

三. 小说反映了对 “二战”历史旧帐的反思

논 문 명：日军暴力下的中国“慰安妇”

저 자：陈丽菲

게 재 지：书摘 2007年 5期

발행연도：2007年

발 행 처：光明日报社

쪽 수：88～91쪽

차 례：없음
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논 문 명：太平洋上的核灾难

저 자：埭叟

게 재 지：民防苑 2007年 3期

발행연도：2007年

발 행 처：上海市民防科研所

쪽 수：2～3쪽

차 례：

持续半个世纪的核试验

逐步升级的核灾难

漫漫维权索赔路

논 문 명：慰安妇制度受害者不仅是女性

저 자：夏蓓

게 재 지：档案与建设 2007年 12期

발행연도：2007年

발 행 처：江苏省档案局 : 江苏省档案学会

쪽 수：38쪽

차 례：없음

논 문 명：中国 “慰安妇”问题研究综述

저 자：胡银平

게 재 지：周口师范学院学报 第24卷 第1期

발행연도：2007年

발 행 처：周口师范学院

쪽 수：76～79쪽

차 례：

一. 这期间中国大陆学者关于 “慰安妇”问题的学术论文有数百篇之多, 现把有代表性的论文根据内容分类

如下
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(一) 关于 “慰安妇”制度的论述和实施的原因

(二) 日军实施 “慰安妇”制度的罪恶行径

(三) 有关 “慰安妇”问题的确凿证据和史料

1. 慰安所

2. 各地发现的档案, 文献资料

(四) 战后日政府对于 “慰安妇”问题的态度, 责任及有关国际法和赔偿问题

二. 中国大陆学者的研究专著(包括编著)

三. 中国台湾地区“慰安妇”问题的研究

四. 中国学者翻译的论文和著作(包括编著)

1. 论文类

2. 著作类

五. 研究机构和学术会议

六. “慰安妇”问题研究的不足和问题

1.

2.

3.

4.

논 문 명：≪色戒≫撕裂了我们的历史记忆 2008年 2期

저 자：刘建平

게 재 지：报刊荟萃

발행연도：2008年

발 행 처：陕西日报社

쪽 수：49～51쪽

차 례：없음

논 문 명：日本帝国主义强掳朝鲜人的真相 2008年 1期

저 자：李训革, 叶琳

게 재 지：日本学刊

발행연도：2008年

발 행 처：中国社会科学院日本研究所：中华日本学会
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쪽 수：미상

차 례：없음

논 문 명：侵华日军军风纪的体系内认识 － 以≪冈村宁次回忆录≫为考察对象

저 자：严海建

게 재 지：广西社会科学, 152期

발행연도：2008年 2期

발 행 처： 广西社会科学界联合会

쪽 수：124～127쪽

차 례：

一.

二.

(一) 南京大屠杀问题

(二) “慰安妇”及暴行问题

三.

3. 기  타

자 료 명：武汉慰安所揭秘(보고서)

저 자：江城

게 재 지：武汉文史资料 1995年 4期

발행연도：1995年

발 행 처：武汉市政协文史学习委员会

쪽 수：115～131쪽

차 례：

(一)

(二)

(三)

(四)
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자 료 명：二战秘闻录(자료)

저 자：高士振

게 재 지：文史天地 1995年 4期

발행연도：1995年

발 행 처：贵州省政协办公厅

쪽 수：32～44쪽

차 례：

1. 一只手表揭开了日军侵华的序幕

2. 蒋介石的准蔡延锴抗战

3. 蔡延锴“撒豆成兵”

4. 毛泽东为什么不同意杀蒋介石

5. 希特勒戏弄蒋介石

6. 蒋介石身边的日本大间谍

7. 叶挺舌战蒋介石

8. 慰安妇是日本最丑恶的罪证

9. 蒋介石别出心裁放“黄龙”

10. 轰动中外的武汉“七七”周年献金

11. “中山”舰血战“娘家人”

12. 蒋介石要杀第二个韩复榘

13. 蒋介石焦土抗战的悲剧

14. 日帝在华的鸦片之战

15. 毛泽东顾全大局表诚意

16. 斯大林的统一战线

17. 斯大林与希特勒的殊死搏斗

18. 奇袭日本观战团

19. 丘吉尔的“激将法”

20. 罗斯福的攻心战

자 료 명：侵沪日军搜掠妇女充当慰安妇史料(보고서)

저 자：副巡官万达尔

게 재 지：档案与史学 1995年 4期

발행연도：1995年



662 한일 역사현안 관련 일본군 ‘위안부’ 연구논저 목록․하

발 행 처：上海市档案馆

쪽 수：28～29쪽

차 례：

一. 万代尔报告(1938年1月28日)

二. 万代尔报告(1938年 2月9日)

자 료 명：不堪回首的屈辱往事 － 一个侵琼日军“慰安妇”的诉述(자료)

저 자：符和积

게 재 지：纵横 1995年 4期

발행연도：1995年

발 행 처：中国文史出版社

쪽 수：15～19쪽

차 례：

被诱骗征入“战地后勤服务队”

被体检遭强暴杀鸡骇猴

被破身开始屈辱生涯

被远遗海南岛红尘辛酸

被再遗天涯海角九死一生

被遗弃战后重获新生

자 료 명：日军“慰安妇”的天涯血泪(기사)

저 자：符和积

게 재 지：文史精华 1995年 9期

발행연도：1995年

발 행 처：河北省政协文史资料委员会

쪽 수：38～40쪽

차 례：

无瑕少女屢遭强暴

押送军营充当慰安妇
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谎骗日军逃脱魔窟

자 료 명：一位韩国“慰安妇”的自述(자료)

저 자：袁远

게 재 지：清明 1995年 5期

발행연도：1995年

발 행 처：安微省文联

쪽 수：176～185, 38쪽

차 례：

引言

一

二

三

四

五

补记

자 료 명：国耻五十年祭 － 记日军侵华战争中的劳工, 难童, 慰安妇(기사)

저 자：李秀平, 齐声

게 재 지：法律与生活 1995年 8期

발행연도：1995年

발 행 처：法律出版社

쪽 수：2～8쪽

차 례：

野人刘连仁穴居13年

我们没有童年

侵访慰安妇

자 료 명：我做“慰安妇”的痛苦经历(자료)
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저 자：李天英

게 재 지：文史精华 1995年 8期

발행연도：1995年 8月

발 행 처：河北省政协文史资料委员会

쪽 수：41～44, 49쪽

차 례：

一

二

三

四

五

자 료 명：灵魂的回归(서평)

저 자：张侯

게 재 지：小说评论 1995年 4期

발행연도：1995年

발 행 처：陕西省作家协会

쪽 수：87～88쪽

차 례：없음

자 료 명：评话剧≪情系母亲河≫(평론)

저 자：陈斌善

게 재 지：剧本 1995年 4期

발행연도：1995年

발 행 처：中国戏剧家协会

쪽 수：14～15쪽

차 례：없음
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자 료 명：≪“‘大东亚战争’解放史观”的虚妄性≫述评(서평)

저 자：文以明

게 재 지：史学史研究 1996年 4期

발행연도：1996年

발 행 처：北京师范大学史学研究所

쪽 수：35～43쪽

차 례：

(一) 反动史观之史

(二) “大东解放史观”是殖民侵略史观

(三) “帮助各国独立”是个弥天大谎

(四) “解放史观”的逻辑混乱与自我否定

자 료 명：一个侵华日本老兵的日记与回忆之五大兵中的瘟疫(기사)

저 자：泽昌利

역 자：鞠克光, 鞠超英, 杨琳, 鞠佟生, 田酉如

게 재 지：山西档案 1996年 5期

발행연도：1996年

발 행 처：山西省档案局;山西省档案学会

쪽 수：39～41쪽

차 례：없음

자 료 명：纪念七七事变60周年国际学术讨论会综述(보고서)

저 자：赵淑玲, 李宗远

게 재 지：抗日战争研究 1997年 3期

발행연도：1997年

발 행 처：中国社会科学院近代史所; 中国抗日战争史学会

쪽 수：236～242쪽

차 례：
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一. 关于七七事变的发生, 发展和国际影响

二. 关于七七事变后日本侵华政策的演变

三. 关于正面战场

四. 关于日本对华经济掠夺

五. 关于抗战时期的思想文化

六. 关于战争遗留问题

七. 关于钓鱼岛归属问题

자 료 명：新发现的日军在天津强征中国妇女充当慰安妇的档案资料(기사)

저 자：卞修跃

게 재 지：抗日战争研究 1998年 3期

발행연도：1998年

발 행 처：中国社会科学院近代史所;中国抗日战争史学会

쪽 수：246～247쪽

차 례：없음

자 료 명：透过历史的尘埃看中国“慰安妇”真相(기사)

저 자：陈秋兰

게 재 지：中国律师 1998年 11期

발행연도：1998年

발 행 처：中华全国律师协会

쪽 수：18～23쪽

차 례：

从一张手绘地图引出的 ……

日本右翼, 闭佳妮的嘴！

一. 设置慰安所的经过与目的

1. 设置慰安所的经过

2. 设置慰安所的目的

二. 随军慰安妇制度的本质

1. 日本国家与军队的参与
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2. 在中国的征募方法

蒙难同胞, 中日律士为你昭雪

1. 被告违反国际法, 国际习惯法

2. 条约以及国际习惯法的国内效力

3. 被告应承担损害赔偿责任

日本政府, 你必须向受害者低头！

1. 关于国际私法方面

2. 关于“国家无答责”

3. 关于时效与除斥

结束语

자 료 명：人性演化中解读历史的力作(서평)

저 자：吴野

게 재 지：文学自由谈 1999年 5期

발행연도：1999年

발 행 처：天津市文联

쪽 수：145～148쪽

차 례：없음

자 료 명：苏智良与中国慰安妇研究(인터뷰)

저 자：赵兰英

게 재 지：了望 34期

발행연도：1999年

발 행 처：新华通讯社

쪽 수：51～53쪽

차 례：없음

자 료 명：台湾上映≪阿妈的秘密≫血泪控拆日军暴行(기사)

저 자：赵郁美
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게 재 지：统一论坛 1999年 1期

발행연도：1999年

발 행 처：中国和平统一促进会

쪽 수：40～41쪽

차 례：없음

자 료 명：不要掩耳盗铃了(칼럼)

저 자：冯英子

게 재 지：民主 1999年 9期

발행연도：1999年

발 행 처：中国民主促进会中央委员会

쪽 수：29쪽

차 례：없음

자 료 명：中国首次“慰安妇”问题研讨会在上海师范大学举行(기사)

저 자：미상

게 재 지：上海师范大学学报(哲学社会科学版) 2000年 2期

발행연도：2000年

발 행 처：中国上海师范大学

쪽 수：미상

차 례：없음

자 료 명：从边缘到中心 韩国女性纪录电影导演 － 卞英珠(기사)

저 자：朴彦珍

게 재 지：电影艺术 2000年 4期

발행연도：2000年

발 행 처：中国电影协会
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쪽 수：111～114쪽

차 례：

韩国女性电影的实践

卞英珠女性电影的实践

附录

자 료 명：敢于和善于进行开拓性的研究 － 苏智良教授访谈(대담문)

저 자：苏智良, 谢宝耿

게 재 지：学术月刊 2000年 第8期

발행연도：2000年

발 행 처：上海市社会科学界联合会

쪽 수：100～105쪽

차 례：없음

자 료 명：让“慰安妇”站起来的人们(기사)

저 자：李秀平

게 재 지：法律与生活 2000年 6期

발행연도：2000年

발 행 처：法律出版社

쪽 수：14～18쪽

차 례：

众人托起的第一人

一位高级官员和慰安妇的故事

一个史学工作的调查报告

真情和良知化作行动的人群

자 료 명：“根据天皇命令行动的野兽集团”的性奴隶 － ≪慰安妇研究≫评介(서평)

저 자：张振鵾
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게 재 지：抗日战争研究 2000年 2期

발행연도：2000年

발 행 처：中国社会科学院近代史所 : 中国抗日战争史学会

쪽 수：203～211쪽

차 례：없음

자 료 명：世界抗日战争史实维护联合会举行第四届学术年会(기사)

저 자：扈良

게 재 지：抗日战争研究 2000年 4期

발행연도：2000年

발 행 처：中国社会科学院近代史所;中国抗日战争史学会

쪽 수：231쪽

차 례：없음

자 료 명：东宁要塞慰安妇首次揭秘(기사)

저 자：兰草, 韩茂才

게 재 지：文史精华 137期

발행연도：2001年

발 행 처：河北省政协文史资料委员会

쪽 수：17～23쪽

차 례：

日军侵华最大的军事要塞

寻找军事要地里的慰安所

慰安妇埋在心底的血和泪

后记
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자 료 명：不堪回首的回忆 － 我的慰安妇生涯(기사)

저 자：朴莲伊, 金镇烈

역 자：黄一兵

게 재 지：纵横 2001年 1期

발행연도：2001年

발 행 처：中国文史出版社

쪽 수：54～58쪽

차 례：

那个人告诉我广东好玩极了, 还能赚钱

没有上到那样的事 情会落到我的头上来

军人排着队不断地涌进来

我无论如何要活下去

慰安所主人说我欠了他的债

又去了新加波

那些存款簿一下子变成了废纸

자 료 명：本月热点：中国慰安妇的世纪血泊(기사)

저 자：孙国栋

게 재 지：中国律师 2001年 1期

발행연도：2001年

발 행 처：中华全国律师协会

쪽 수：25～29쪽

차 례：

慰安妇制度是一种有组织的强奸

中国是慰安妇制度最大的受害国

讨还失落的尊严

자 료 명：东北首次发现保存最完整的侵华日军“慰安所”(기사)

저 자：王志东
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게 재 지：中国国情国力 2001年 9期

발행연도：2001年

발 행 처：中国信息报社

쪽 수：미상

차 례：

深山密林中神秘的“慰安所”

见证人说“慰安所里的女孩子是日寇铁蹄下的性奴隶”

专家揭开“慰安所”的面纱

자 료 명：战后日军仍设有慰安所重要证据在山西省档案馆发现(기사)

저 자：雨华

게 재 지：山西档案 2001年 5期

발행연도：2001年

발 행 처：山西省档案局;山西省档案学会

쪽 수：4쪽

차 례：없음

자 료 명：状告日本(기사)

저 자：赵润生

게 재 지：文史月刊 2001年 5期

발행연도：2001年

발 행 처：山西省政协文史资料委员会

쪽 수：4～16쪽

차 례：

不堪回首

状告日本

中国受害女性首次出庭

斗争正未有穷期
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자 료 명：再读≪我在霞村的时候≫(서평)

저 자：秋山洋子

역 자：陈苏黔

게 재 지：中国现代文学研究丛刊 2001年 1期

발행연도：2001年

발 행 처：中国现代文学馆

쪽 수：260～264쪽

차 례：없음

자 료 명：香港“日军战时暴行见证会”综述(기사)

저 자：本刊

게 재 지：抗日战争研究 2002年 1期

발행연도：2002年

발 행 처：中国社会科学院近代史所;中国抗日战争史学会

쪽 수：249～251쪽

차 례：

1. 于日军战时性奴隶“慰安妇”的见证

2. 关于日军强掳劳工及其他暴行的见证

3. 关于南京大屠杀和日军细菌战罪行的见证

자 료 명：对罪恶的认证 － 中日学者随侵华老兵实地考察记(기사)

저 자：赵永强

게 재 지：山西档案 2002年 3期

발행연도：2002年

발 행 처：山西省档案局 : 山西省档案学会

쪽 수：34～37쪽

차 례：

一. 考察活动记述



674 한일 역사현안 관련 일본군 ‘위안부’ 연구논저 목록․하

二. 侵华老兵的证词

자 료 명：日军“慰安妇”当了八路军(기사)

저 자：芦焰

게 재 지：党史文汇 2002年 3期

발행연도：2002年

발 행 처：山西省史志研究院

쪽 수：13～16쪽

차 례：

来了一个妖艳的女人

“面子大大的不好看?”

她笑得那么开心

齐铎里失踪了

“我也干革命工作了”

大葱和慰问信

자 료 명：不是为了“圣战”(기사)

저 자：Walter Rundle

게 재 지：华夏人文地理 2003年 2期

발행연도：2003年

발 행 처：云南省社会科学院

쪽 수：31쪽

차 례：없음

자 료 명：慰安妇照片讲述的沉重历史(기사)

저 자：戈叔亚

게 재 지：华夏人文地理 2003年 2期

발행연도：2003年
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발 행 처：云南省社会科学院

쪽 수：미상

차 례：

若春`朴永心 － 照片引发的故事

松山

李老汉 － 我见过这位“朝鲜姑娘人”

熊维纪, 熊维元 － 招聘的发现者

朴永心` 若春 － 这个人就是我

犯了失职的“被告” － 一个中国男人的悲哀

日本军歌≪满洲姑娘≫

자 료 명：慰安妇朴永心(기사)

저 자：金荣

역 자：刘建中

게 재 지：华夏人文地理 2003年 2期

발행연도：2003年

발 행 처：云南省社会科学院

쪽 수：22～27쪽

차 례：

照片

南京

缅甸

拉孟

被捕

同家

자 료 명：为了未来的诉讼 － 日本律师为日军侵华受害者辩护纪实(기실문학)

저 자：赵冬苓

게 재 지：时代文学 2003年 1期
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발행연도：2003年

발 행 처：山东省作家协会

쪽 수：4～30쪽

차 례：

一

二

三

四

五

六

七

八

九

十

十一

十二

十三

十四

十五

十六

十七

十八

十九

二十

二十一

二十二

后记

자 료 명：南京寻证(기사)

저 자：韩晓蓉

게 재 지：华夏人文地理 2003年 2期

발행연도：2003年
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발 행 처：云南省社会科学院

쪽 수：32～35쪽

차 례：

文昌巷的“菊水楼”

利济2号和18号

沈玲老人故地重寻

保存遗址就是保存历史

자 료 명：盂县“慰安妇”起诉日军暴行的前前后后(기사)

저 자：苏小平, 张慧青

게 재 지：山西档案 2004年 1期

발행연도：2004年

발 행 처：山西省档案局; 山西省档案学会

쪽 수：48～52쪽

차 례：

盂县“慰安所”的惨痛经历

心, 永远地痛

“慰安所”问题引发强烈关注

要让所有的日本人都知道

艰难曲折的跨世纪起诉

历史铁账岂容否认

자 료 명：朴永心：侵华日军慰安妇制度的活人证(기사)

저 자：经盛鸿

게 재 지：纵横 2005年 1期

발행연도：2005年

발 행 처：中国文史出版社

쪽 수：25～29쪽

차 례：
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怀孕的慰安妇

屈辱的血泪生活

日本老兵的回忆

寻找慰安所旧址

重回伤心地

자 료 명：评≪东亚三国的近现代史≫(서평)

저 자：郭永虎

게 재 지：历史教学(高校版) 2005年 10期

발행연도：2005年

발 행 처：历史教学社

쪽 수：76～77쪽

차 례：없음

자 료 명：贞贞是个“慰安妇” － 丁玲≪我在霞村的时候≫解析(서평)

저 자：董炳月

게 재 지：中国现代文学研究丛刊 2005年 2期

발행연도：2005年

발 행 처：中国现代文学馆

쪽 수：211～219쪽

차 례：없음

자 료 명：滇西抗战中的另类人生 － 日军慰安妇(기사)

저 자：李配亮, 张惟祎
게 재 지：云南教育(视界版B) 2005年 7期

발행연도：2005年

발 행 처：云南省教育厅
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쪽 수：48～50쪽

차 례：

慰安妇照片的发现

照片里的故事

慰安妇及慰安所在腾冲

자 료 명：永远不能忘怀的痛与重(서평)

저 자：毛时安

게 재 지：上海文学 2005年 8期

발행연도：2005年

발 행 처：上海市作家协会

쪽 수：50～51쪽

차 례：없음

자 료 명：金坛慰安所内情六则(기사)

저 자：范学贵, 施志霞

게 재 지：档案与建设 2005年 12期

발행연도：2005年

발 행 처：江苏省档案局：江苏省档案学会

쪽 수：37～38쪽

차 례：

有骨气的小姑娘

六个骷髅头

营救表妹

慰安妇种菜

神秘的小平房

受害人心态
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자 료 명：寻访金坛慰安所遗址(기사)

저 자：范学贵, 赵亚平

게 재 지：档案与建设 2005年 9期

발행연도：2005年

발 행 처：江苏省档案局;江苏省档案学会

쪽 수：23～24쪽

차 례：없음

자 료 명：呐喊的“黑镜头” － 读≪中国慰安妇≫(서평)

저 자：徐斌

게 재 지：新闻实践 2005年 8期

발행연도：2005年

발 행 처：浙江日报报业集团：浙江省新闻研究所

쪽 수：67쪽

차 례：없음

자 료 명：沉重的话题：再说“慰安妇”(기사)

저 자：苏智良

게 재 지：中国社会导刊 2005年 18期

발행연도：2005年

발 행 처：中国社会新闻出版总社

쪽 수：45～57쪽

차 례：

中国“慰安妇”的历史

社会上最弱者的人群

明天, 我们拿什么去记忆
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자 료 명：纪念胜利 毋忘国耻(기사)

저 자：王大鲁

게 재 지：前进论坛 2005年 9期

발행연도：2005年

발 행 처：中国农工民主党中央委员会

쪽 수：16～17쪽

차 례：

胜利来之不易

苦难和屈辱

자 료 명：南京慰安妇悲恨往事实录(기사)

저 자：王炳毅

게 재 지：档案与建设 2005年 7期

발행연도：2005年

발 행 처：江苏省档案局; 江苏省档案学会

쪽 수：47～48쪽

차 례：

朱金香：受尽摧残的织布女工

小贺：拼死抗争的女大学生

杨隆珍：被骗落入火炕

邵美英：不堪回首的往事

자 료 명：滇西：远征军的生死之路(기사)

저 자：张力

게 재 지：时代潮 2005年 15期

발행연도：2005年

발 행 처：人民日报社

쪽 수：21～23쪽
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차 례：

命悬一线

最后一课

山之上, 有国殇

倾城之难

자 료 명：“善霸”李敖(기사)

저 자：张立洁

게 재 지：三月风 2005年 10期

발행연도：2005年

발 행 처：中国残疾人联合会

쪽 수：12～15쪽

차 례：

“不是我爱慰安妇, 是我恨日本人”

李敖为何受到如此拥趸?

跪拜恩师送美金探望子尤小狂人

对黑暗表示沉默, 你就是同犯

一边表演意淫, 一边坐而论道

자 료 명：一位日本枢机主教的“中国情”与“历史观” － 专访白柳诚一枢机主教(기사)

저 자：张士江

게 재 지：中国宗教 2005年 5期

발행연도：2005年

발 행 처：国家宗教局

쪽 수：29～31쪽

차 례：없음

자 료 명：“我是慰安妇!”(기사)
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저 자：陈庆港

게 재 지：中国社会导刊 2005年 1期

발행연도：2005年 1月

발 행 처：中国社会新闻出版总社

쪽 수：55～58쪽

차 례：

图片说明：
1. 林石姑

2. 陈亚扁

3. 杨恶榜

4. 林亚金

5. 赵润梅

6. 菜爱花

7. 郭喜翠

8. 薄阿白

9. 符学英

10. 周喜香

자 료 명：把日本国推向被告席(下)(자료)

저 자：陈廷一

게 재 지：时代文学 2005年 5期

발행연도：2005年

발 행 처：山东省作家协会

쪽 수：4～26쪽

차 례：

2. 如果没有一个张双兵的中国男人, 中国慰安妇的诉讼案还不知要推迟多久

3. 三系美人刘面换的悲剧

第五章  用化学, 细菌武器杀人, 世界当数日军最残毒

1. 杀人者 － 原侵华日军宪兵三尾丰认罪,而日本政府却连连矢口否认

2. 杨志慧等 180名中国姐妹控告日本播撒？疫杆菌, 戕害中国人民…

3. 细菌战受害者的中方律师王选女士如是说飞机在万米高空中飞行着, 东京在望
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第六章  东京审判

第七章  十月, 愤懑的北京

第八章  战争伤害索赔, 何时水滴石穿

在何民先生家做客

采访日本尾山宏

尾山宏, 今年70岁

战争伤害, 我们还要承受多久?

자 료 명：记录黎苗族“慰安妇”血泪史的人 － 记黎族退休干部张应勇(기사)

저 자：黄青文

게 재 지：今日海南 2005年 9期

발행연도：2005年

발 행 처： 中共海南省委员会

쪽 수：43쪽

차 례：

寻觅当地“慰安妇”

纪录幸酸血泪史

寻求爱心助大娘

자 료 명：我研究 “慰安妇”问题的历程(인터뷰)

저 자：苏智良(구술), 陈礼茂(정리)

게 재 지：史林 2006年 1期

발행연도：2006年

발 행 처：上海社会科学院历史研究所

쪽 수：80～87쪽

차 례：

调查慰安所倡议设立“慰安所”纪念馆

寻访合资助 “慰安妇”

科研成果和学术活动
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자 료 명：大姐(기사)

저 자：杨刚, 张蜀南

게 재 지：晚霞 2006年 7期

발행연도：2006年

발 행 처：四川省委老干部局 : 云南省委老干部局;贵州省委老干部库 : 西藏自治区

委老干部局

쪽 수：26쪽

차 례：없음

자 료 명：黑暗深处的光 － 读班忠义≪“盖山西”和她的姐妹 － 山西日军性暴力十年调

查≫(서평)

저 자：余杰

게 재 지：社会科学论坛(学术评论卷) 2006年 9期

발행연도：2006年

발 행 처：河北省社会科学界联合会

쪽 수：54～61쪽

차 례：

一. 不是慰安妇,而是日军性暴力受害者

二. 日本文化中”不忏悔”的因子

三. 她们永远生活在伤害之中

四. 凭着爱, 让自己作光

자 료 명：≪泥岸≫：一个慰安妇的痛史 － 评省三的长篇小说≪泥岸≫(서평)

저 자：王碧清

게 재 지：海南广播电视大学学报 24期

발행연도：2006年

발 행 처：海南广播电视大学
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쪽 수：7～9쪽

차 례：

一. 民族的悲剧

二. 时代的悲剧

三. 社会的悲剧 

四. 性格的悲剧

五. 命运的悲剧

자 료 명：我所做的是还历史一个真相 － 访中国慰安妇研究中心主任苏智良教授

(기사)

저 자：王恒利

게 재 지：河南教育(高校版) 2006年 3期

발행연도：2006年

발 행 처：河南省教育报刊社

쪽 수：44～46쪽

차 례：

杨家宅到底在哪里

“慰安妇”制度罪行铁证如山

对话：慰安妇援助需立法保护

实地走访：日军首个慰安所面临折迁命运

자 료 명：≪日本侵晋实录≫：一部民族呐喊之作(서평)

저 자：愚若

게 재 지：山西老年 2006年 8期

발행연도：2006年

발 행 처：山西省委老干部局

쪽 수：32쪽

차 례：없음
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자 료 명：大森典子：为中国“慰安妇”奋战的日本女律师(기사)

저 자：邢五一

게 재 지：中国律师 2006年 4期

발행연도：2006年

발 행 처：中华全国律师协会

쪽 수：37～38쪽

차 례：없음

자 료 명：瑞芬, 我为你哭泣 － 关于≪沦陷≫中 “瑞芬”的创作(기사)

저 자：惠娟艳

게 재 지：剧影月报 2006年 6期

발행연도：2006年

발 행 처：江苏省文化艺术研究所

쪽 수：76～77쪽

차 례：없음

자 료 명：“活证人”周粉英 － 一个如皋“慰安妇”的血泪控诉(기사)

저 자：鞠九江

게 재 지：档案春秋 2007年 12期

발행연도：2007年

발 행 처：上海市档案馆

쪽 수：4～8쪽

차 례：

血泪控诉, “我成了慰安妇的 ‘1号花姑娘’”

社会关注, 向勇敢坚强的母亲致敬

母子同心, 残疾儿背盲母去取证
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자 료 명：历史影象：最后的故事(서평)

저 자：大漠

게 재 지：书摘 2007年 2期

발행연도：2007年

발 행 처：光明日报社

쪽 수：79～82쪽

차 례：없음

자 료 명：坐山雕的把兄弟(서평)

저 자：大漠

게 재 지：党史文苑 2007年 9期

발행연도：2007年

발 행 처：党史文苑杂志社

쪽 수：49～51쪽

차 례：없음

자 료 명：迈克·本田：抓住慰安妇问题不放的美国众议员(기사)

저 자：杨孝文

게 재 지：环球军事 2007年 7期

발행연도：2007年

발 행 처：解放军报社

쪽 수：미상

차 례：

“理应拿出勇气, 正式道歉”

“收容所”里的苦孩子

伸张正义, 主持公道
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자 료 명：本田 为“慰安妇”落泪(기사)

저 자：王树军

게 재 지：环球人物 2007年 14期

발행연도：2007年

발 행 처：人民日报社

쪽 수：42～45쪽

차 례：

“你是不是在做秀”

“他们被戳到了痛处”

“我们要的只是日本政府的道歉”

别让她们带着遗恨死去

一张旧报纸带来的震撼

자 료 명：三名慰安妇的一生 2007年 9期(기사)

저 자：张英, 朱晴依

게 재 지：人民文摘

발행연도：2007年

발 행 처：人民日报出版社

쪽 수：44～45쪽

차 례：

袁竹林 湖北 已故

韦绍兰 广西 88岁

林亚金 海南 81岁

자 료 명：是该反省的时候了 2007年 16期(기사)

저 자：赵利

게 재 지：环球军事

발행연도：2007年

발 행 처：解放军报社
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차 례：없음

자 료 명：张国通 我的镜头不说谎 2008年 1期(기사)

저 자：陈涛

게 재 지：三月风

발행연도：2008年

발 행 처：中国残疾人联合会

쪽 수：42～43쪽

차 례：

从纪录中国劳工开始

定格性暴力受害者

遭遇“鬼子”兵
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